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造
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【
要
約
】
　
中
世
鎌
倉
の
空
間
構
造
に
関
す
る
研
究
は
、
都
市
計
画
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
相
違
が
あ
る
。
京
都
を
模
し
た
都
市
計
画
の
存
在
を
前
提

と
し
て
、
鎌
倉
に
平
安
京
的
都
市
計
画
案
や
方
眼
状
地
割
案
を
仮
定
す
る
研
究
も
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
再
検
討
の
結
果
、
都
市
鎌
倉
の
成
立
時
に
古

代
都
城
的
都
市
計
画
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
一
二
世
紀
末
か
ら
一
五
世
紀
に
か
け
て
の
鎌
倉
の
空
間
構
造
は
、
様
々
な
構
造
軸
が
重
な
っ
て
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ

容
し
続
け
た
。
特
に
都
市
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る
と
以
下
の
こ
と
が
い
え
る
。
平
安
末
期
の
東
西
道
を
基
軸
と
し
、
か
つ
「
谷
立
地
傾
向
」
を
示
す
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ

間
構
造
は
、
幕
府
開
設
後
も
踏
襲
さ
れ
、
谷
間
を
結
ぶ
街
路
が
生
じ
る
。
頼
朝
入
府
時
に
若
宮
大
路
が
作
ら
れ
た
が
、
当
初
は
都
市
軸
と
し
て
機
能
し
て

い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
幕
府
の
移
転
を
契
機
に
都
市
軸
は
南
北
道
へ
と
転
換
し
、
谷
立
地
傾
向
を
残
存
さ
せ
つ
つ
も
、
平
野
部
へ
と
居
住
が
拡
大
す
る
。

若
宮
大
路
周
辺
の
市
街
化
に
伴
い
生
じ
た
の
が
鎌
倉
に
お
け
る
「
町
通
り
で
な
い
道
」
の
「
皇
子
」
で
あ
る
。
　
史
林
八
○
巻
二
号
　
一
九
九
七
年
三
月

醐
　
は
　
じ
　
め
　
に

南
の
一
方
の
み
が
海
に
開
き
他
の
三
方
は
低
い
山
女
に
囲
ま
れ
た
、
狭
い
平
野
と
谷
の
複
合
し
た
地
形
、
そ
の
平
野
に
北
の
鶴
岡
八
幡
宮
か

ら
南
へ
と
一
直
線
に
若
宮
大
路
が
伸
び
、
そ
れ
を
中
心
に
町
が
展
開
す
る
。
こ
れ
は
現
代
の
鎌
倉
の
姿
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
都
市
鎌
倉
の
一

般
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
若
宮
大
路
を
都
帯
の
中
心
軸
と
す
る
空
間
像
が
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
若
宮
大
路
は
鎌
倉
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

期
に
お
い
て
も
道
路
幅
は
三
三
・
六
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
、
他
の
道
路
と
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
い
。
ま
た
、
元
々
存
在
し
て
い
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
と
こ
ろ
に
新
設
さ
れ
た
道
で
あ
り
、
こ
れ
を
鎌
倉
の
都
市
づ
く
り
・
都
市
計
画
の
基
軸
と
と
ら
え
る
傾
向
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
本

当
に
鎌
倉
・
室
町
前
期
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
空
間
構
造
で
あ
り
続
け
た
の
だ
ろ
う
か
。



中世鎌倉の都市空間構造（山村）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
鎌
倉
に
関
す
る
研
究
は
最
近
の
発
掘
調
査
の
進
行
に
伴
い
、
文
献
史
学
・
考
古
学
の
両
分
野
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
中
世
鎌
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
空
間
構
造
を
論
じ
て
い
き
た
い
。
こ
れ
に
関
し
て
本
稿
で
は
以
下
の
馬
淵
和
雄
氏
と
大
三
輪
龍
彦
氏
の
研
究
に
着
目
し
た
。
両
氏
は
都
市
形

態
の
成
立
に
論
を
進
め
、
具
体
的
な
仮
説
を
提
示
し
て
京
都
を
模
し
た
都
市
計
画
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
馬
淵
氏
は
、
頼
朝
に
よ
る
都
市

計
画
が
存
在
し
、
そ
れ
は
平
安
京
造
営
計
画
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
馬
淵
氏
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
、
平
野
の
最
奥
部
に
方
形
の

区
画
の
鶴
岡
八
幡
宮
、
鶴
岡
八
幡
宮
か
ら
真
っ
直
ぐ
都
市
の
中
軸
線
で
あ
る
若
宮
大
路
、
八
幡
宮
の
東
側
に
は
行
政
を
司
る
政
所
、
さ
ら
に
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
大
倉
に
将
軍
の
御
所
で
あ
る
幕
府
が
置
か
れ
る
と
考
え
、
「
こ
の
配
置
が
王
朝
国
家
期
の
平
安
京
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
」
と
述
べ
る
。
大
三
輪

氏
は
、
鎌
倉
に
も
都
市
計
画
の
発
想
と
し
て
は
、
方
眼
状
牛
割
が
存
在
し
た
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
方
眼
状
町
割
と
し
て
、
具
体
的
に
中
軸
を

若
宮
大
路
に
と
り
、
東
の
小
町
大
路
、
西
の
今
大
路
、
南
の
大
町
大
路
、
北
の
横
大
路
に
囲
ま
れ
た
間
を
基
本
的
に
五
十
丈
つ
つ
東
西
・
南
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
町
を
区
切
っ
た
形
を
想
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
馬
淵
氏
・
大
三
輪
氏
の
研
究
は
、
八
幡
宮
と
若
宮
大
路
を
中
心
と
し
た
空
間
構
造
の
存
在
と
、
都
市
計
画
自
体
の
存
在
を
前
提
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
二
つ
の
前
提
は
必
ず
し
も
十
分
な
実
証
を
経
た
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
ず
、
中
世
前
半
の
空
間
構
造
に
関
し

　
　
　
　
　
⑧

て
、
石
井
進
氏
は
、
大
倉
か
ら
若
宮
大
路
側
へ
の
幕
府
の
移
転
を
契
機
に
都
市
の
基
軸
が
東
西
道
か
ら
南
北
道
へ
と
転
換
し
た
と
し
、
空
間
構

造
の
変
容
を
主
張
す
る
。
石
井
氏
の
研
究
は
、
生
活
す
る
人
間
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
の
多
か
っ
た
鎌
倉
研
究
の
中
で
、
歴
史
地
理
学
的
に
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

市
を
と
ら
え
鎌
倉
全
体
の
空
間
構
造
を
論
じ
た
と
い
う
点
お
よ
び
、
八
幡
宮
と
若
宮
大
路
を
中
心
と
し
た
塁
間
構
造
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な

い
と
主
張
し
た
点
で
高
く
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
前
提
で
あ
る
都
市
計
画
自
体
の
存
在
に
関
し
て
も
、
発
掘
の
結
果
か
ら
、
否
定

　
　
　
⑩

的
な
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
石
井
氏
の
論
に
よ
る
都
市
軸
の
形
成
過
程
は
、
数
十
個
の
建
造
物
に
限
ら
れ
た
立
論
で
あ
り
、
や
や
粗
い
ス
ヶ

ヅ
チ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
当
時
の
鎌
倉
の
空
間
構
造
を
時
期
区
分
し
て
再
検
討
し
た
い
。
現
在
、
個
別
・
断
片
的
に
建

造
物
の
位
置
が
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
が
、
未
だ
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
試
み
は
乏
し
い
。
し
か
し
発
掘
結
果
や
文
献
史
料
か
ら
は
か
な

り
の
建
造
物
に
関
し
て
位
置
比
定
が
可
能
で
あ
り
、
次
章
で
は
そ
れ
ら
を
統
合
し
時
期
区
分
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
実
証
的
に
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空
間
構
造
の
変
容
を
論
じ
た
い
。
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
第
三
章
で
は
前
述
の
馬
淵
・
大
三
輪
両
氏
の
都
市
計
画
に
関
す
る
仮
説
を
再
検
討

し
、
ま
た
軸
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
都
市
と
し
て
の
成
立
過
程
を
論
じ
、
鎌
倉
時
代
を
中
心
と
し
た
空
間
構
造
を
統
合

的
に
考
察
す
る
。

①
『
国
指
定
史
跡
若
宮
大
路
遺
跡
調
査
報
告
書
・
韮
』
若
宮
大
路
霊
跡
発
掘
調
査

　
団
一
九
八
九
。

②
　
　
『
吾
妻
鏡
』
（
以
下
『
吾
』
と
略
す
）
養
和
二
（
一
一
八
二
）
年
三
月
十
五
日
条
。

　
『
国
史
大
系
・
吾
妻
鏡
陶
第
一
～
第
四
　
吉
川
弘
文
館
一
九
九
一
。

③
　
文
献
史
学
・
考
古
学
両
分
野
の
最
近
の
研
究
は
、
以
下
に
多
く
所
収
さ
れ
る
。

　
a
『
よ
み
が
え
る
中
世
三
－
武
士
の
都
響
倉
一
』
平
凡
社
一
九
八
九
。
b

　
『
中
世
都
市
鎌
倉
を
掘
る
山
日
本
エ
デ
ィ
タ
：
ス
ク
ー
ル
出
版
部
一
九
九
四
。
ま

　
た
、
大
ヨ
輪
龍
彦
氏
・
河
野
真
知
郎
氏
は
考
古
学
の
立
揚
よ
り
、
発
掘
資
料
か
ら

　
当
聴
の
生
活
や
環
境
を
考
察
す
る
中
で
、
都
市
形
態
に
関
し
て
も
様
々
な
有
効
な

　
指
摘
を
加
え
て
い
る
。
c
大
三
輪
龍
彦
『
中
世
鎌
倉
の
発
掘
臨
有
隣
堂
　
九
八
三
。

　
d
「
消
費
す
る
都
市
」
前
掲
b
。
e
河
野
真
知
郎
「
武
家
屋
敷
と
町
屋
」
前
掲
b
。

　
f
『
中
世
都
市
鎌
倉
i
遺
跡
が
語
る
武
土
の
都
1
』
講
談
社
一
九
九
五
。

④
　
　
「
武
士
の
都
鎌
倉
i
そ
の
成
立
と
構
想
を
め
ぐ
っ
て
一
」
　
『
中
世
の
風
景

　
を
よ
む
二
』
新
人
物
象
来
社
一
九
九
四
。

⑤
　
a
「
鎌
倉
の
町
」
　
『
地
方
文
化
の
日
本
史
三
－
鎌
倉
武
士
西
ヘ
ー
』
文
一

　
総
合
出
版
一
九
七
八
。
b
「
中
世
都
市
鎌
倉
の
地
割
糊
試
論
」
仏
教
芸
術
一
六
四

　
　
一
九
八
五
。
　
c
「
都
市
鎌
倉
の
道
と
地
域
」
『
中
世
日
本
の
諸
相
』
下
巻
　
吉

　
川
弘
文
館
一
九
八
九
。
d
「
鎌
倉
の
都
市
計
繭
…
一
政
治
都
布
と
し
て
軍
事
都
市

　
と
し
て
一
」
前
掲
③
a
。

⑥
な
お
、
五
味
文
彦
氏
も
同
様
に
、
鶴
岡
八
幡
宮
を
下
鴨
神
社
に
相
応
す
る
も
の

　
と
し
、
若
宮
大
路
は
防
衛
・
防
災
と
い
う
機
能
の
近
似
に
よ
り
鴨
州
に
対
比
で
き

　
る
と
述
べ
て
い
る
。
『
大
系
　
二
本
の
歴
史
五
　
鎌
倉
と
京
』
小
学
館
一
九
八
八

　
二
四
〇
頁
。

⑦
前
掲
⑤
d
四
八
頁
。

⑧
　
石
井
氏
の
東
西
か
ら
南
北
へ
の
都
市
軸
の
転
換
に
関
す
る
論
は
以
下
に
詳
し

　
い
。
a
「
都
市
と
し
て
の
鎌
倉
」
前
掲
③
a
。
b
「
文
献
か
ら
み
た
中
世
都
市
鎌

　
倉
」
前
掲
③
b
。

⑨
な
お
、
松
尾
剛
次
氏
は
御
所
の
位
置
・
移
転
と
意
義
を
再
考
し
、
石
井
氏
の
論

　
と
結
び
つ
け
て
考
察
し
て
い
る
。
　
a
「
武
家
の
『
首
都
』
鎌
倉
の
成
立
」
『
都
と

　
鄙
の
中
世
史
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九
二
。
b
「
中
世
都
門
鎌
倉
」
『
都
市
の
中
世
』

　
吉
川
弘
文
館
一
九
九
二
。
c
『
中
世
都
市
鎌
倉
の
風
景
』
脊
川
弘
文
館
一
九
九
三
。

⑩
手
塚
直
樹
氏
は
「
条
坊
制
の
都
市
の
よ
う
に
人
工
的
に
最
初
に
道
路
と
道
を
作

　
っ
て
区
画
し
て
い
く
と
い
う
や
り
方
」
は
鎌
倉
で
は
な
さ
れ
ず
、
「
若
宮
大
路
を

　
中
心
と
し
て
、
ニ
ノ
鳥
居
以
北
で
は
条
坊
制
な
ど
の
規
格
を
統
一
し
た
町
割
は
無

　
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
a
「
中
世
都
市
鎌
倉
の
成
立
」
前

　
掲
③
b
五
二
、
五
七
頁
。
ま
た
、
斎
木
秀
雄
氏
も
同
様
に
「
京
都
の
よ
う
な
碁
盤

　
目
の
町
づ
く
り
は
全
体
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
」
と
示
唆
す
る
。

　
b
「
溝
の
流
れ
が
語
る
地
形
と
町
割
」
前
掲
③
a
入
七
頁
。
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二
　
都
市
施
設
・
機
能
の
分
布
と
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
本
章
で
は
、
平
安
末
期
か
ら
室
町
時
代
前
半
ま
で
を
一
般
的
な
政
治
的
時
期
区
分
に
し
た
が
っ
て
五
つ
に
時
期
区
分
し
、
文
献
史
料
・
発
掘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

結
果
を
根
拠
と
し
て
寺
社
・
御
家
人
の
館
・
幕
府
諸
施
設
・
道
・
町
屋
等
の
位
置
比
定
を
行
う
。
時
期
は
以
下
の
よ
う
に
設
定
し
た
。
な
お
、

比
定
の
根
拠
は
表
1
に
掲
げ
た
。

第
－
期

第
－
期

第
皿
期

第
w
期

第
V
期

頼
朝
入
府
以
前
：
治
承
四
年
（
　
一
八
○
）
以
前

大
倉
幕
府
時
代
：
治
承
四
年
か
ら
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
ま
で

宇
津
宮
竪
子
・
若
宮
大
路
幕
府
時
代
前
期
：
宇
津
宮
辻
子
に
幕
府
が
移
転
し
て
か
ら
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
の
宝
治
合
戦
ま
で

若
宮
大
路
幕
府
時
代
後
期
：
正
慶
二
年
（
＝
二
三
三
）
の
幕
府
滅
亡
ま
で

鎌
倉
府
時
代
：
正
慶
二
年
以
降

中世鎌倉の都市空間構造（山村）

1

第
工
期
　
頼
朝
入
府
以
前
（
図
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
治
承
四
年
（
　
一
八
○
）
十
月
、
頼
朝
は
鎌
倉
に
入
り
、
こ
こ
を
本
拠
と
定
め
た
。
『
吾
妻
鏡
』
は
頼
朝
が
入
府
す
る
以
前
の
鎌
倉
を
「
所
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

邊
鄙
。
而
海
人
野
翌
之
外
。
卜
居
之
類
少
之
。
」
と
記
し
、
一
寒
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
姿
を
描
写
す
る
。
し
か
し
、
昭
和
六
〇
年
の
今
小
路
西

遣
跡
で
の
発
掘
か
ら
、
天
平
当
時
こ
の
地
に
郡
衙
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
源
頼
義
が
前
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

年
の
役
の
戦
勝
記
念
に
由
比
ケ
浜
に
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
お
い
た
理
由
に
も
、
地
形
的
に

　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

自
然
の
「
要
害
」
で
あ
っ
た
こ
と
の
ほ
か
、
「
下
襲
跡
」
即
ち
先
祖
ゆ
か
り
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
少
な
く
と
も
武
家
の
棟
梁
の
居
住
地
で
あ
り
、
全
く
の
一
寒
村
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

　
そ
こ
で
、
図
1
よ
り
こ
の
時
期
の
鎌
倉
の
形
態
を
考
察
し
直
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
北
の
山
側
に
は
、
滑
川
上
流
の
作
る
谷
に
沿
っ
て
、
杉
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表1　寺社・御家人邸の時期と位置の比定と根拠

ag　1期

神社

No・　1
名 称 存在が確認される時期とその根拠／位置比定の根拠

1
2
3
4
F
D

6

荏二天神社

八雲神社

元八幡

御霊神社

甘二神i三社

佐助稲荷

宣伝：創建は長治元（1104）年／現存

伝承：鎌倉紙園会は栄保年中（1081－84）に始まる／現存

吾：治承4（1180）1G・12康平6（1063）8月に頼義勧請／現存

鎌：鎌倉平氏の祖神／現存

『相州鎌倉郡御輿山二二二神二宮縁起略』1和上3（710）年二二開山

／現存

社伝：頼朝入府以前より存在／現存

寺院

工
2
3

杉本寺（二本観音堂）

窟堂○

亀谷堂

三二：開基行基，吾＝文治5（1189）11・23に初見／現存

吾：文治4（1188）10・1に初見／現存，「いわやたう」の木簡

吾：治承4（1180）10・7に初見／同庄：義朝の1日跡

御家人の邸宅

1

2

3

4

戸
0
ρ
0

梶原景時（別）

杉本義宗・湘田義盛

佐竹義光・秀義

梶原景時

価義朝

兼道

鎌，伝承：後三年の役より梶原氏が居注／地名，伝承，鎌：梶原屋：

敷跡

『源平盛衰記』巻二十一「小坪坂合戦墓」：治承4（1180）年以前に

存在／陶左，俵承：杉本城跡

風，伝承：義光（源義家の弟）以来佐竹一族が居住／風：佐竹屋鋪，

r大宝：寺境内図』：名越佐竹屋鋪

鎌，伝承1後三年の役より梶原氏が腰帯／地名，伝承，鎌：梶原屋

敷

吾：治承4（1180）工0・7／吾：亀谷御1日跡

吾；治承4（1180）10・9～建暦3（1215）5・8／吾：山内

第H鷲
神社

1
2
9
り

八坂大神

鶴陶八幡宮○

青梅聖天社

r天王社御造営御輿再建控』：相馬師常（1139－1205）の勧請／現存

吾：治承4（1180）10・12小林郷に八幡宮を遷す／現存

鎌：鎌倉時代には存在／現存

寺院

1

2
3
45
6

大慈寺○

極楽寺（浄明寺）

日光山

永福寺○

大倉薬師堂（覚園寺）

勝長寿院○

吾：建保2（1214）7・27供養／吾：正嘉元（1257）8・18〔西御

門から辰戌の方角〕，小字地名：丈六（丈六堂か）

r稲荷山浄妙禅寺略記』：文治4（1188）年　創建／現存

社1文治2（1186）9・30に初見／吾：寛元3（1245）3・16犬懸谷

吾：文治元（1185）12・9事始め／吾：文治5（1189）12・9等　二

階堂，正嘉元（1257）8・18〔西御門から卯酉の方角〕

吾：建保6（1218）9・9建立／r覚園寺文書』：永仁4（1246）年

覚圏寺に改名し現存

吾：文治元（1185）2・19事始め／吾：元暦元（1184）11・26〔御所
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7

8

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4

F
O
6
7
8

1
1
1
1

北条義時の法華堂

法華堂○

鶴岡二十五訪○

東光寺

補陀落寺

成就即

日吉別宮

最宝寺（1195年以降）

五二寺

岩船地蔵尊

最宝寺（1195年以前）

黒光寺

の東南〕，谷地名：大御堂谷

野：元仁元（エ224）8・8　供養／吾：元仁元（ユ224）6・ユ8〔法華堂の

東の山上〕

吾：建久6（1工95）10・21事始め／吾：嘉禄元（1225）10・20〔西

に岡〕，4・9〔御所の北北棄〕

供：建久年間（l190－1199）に成立～／供：北谷・南谷・東谷・西谷

撹：承元3（1209）10・10供養／撹＝永福寺山

r補脚半文書』「文龍書状」：〔頼朝開基か～〕／現存

風：承元元（1207）11・21　泰時創建／現存

吾：建保3（1215）4・2に初見／同左：〔甘縄神宮近く〕

風：建久6（1195）年に移転してくる／『関東管領上杉朝宗奉書』：

享徳元（1452）11・9弁ケ谷野御蔵

吾：正治2（1200）7・15十穴羅漢図の開眼供養／現存

伝承：頼朝の娘大姫の守本尊／現存

風：頼朝の創建／風：扇ヶ谷

風＝H光（～1212）再建／風：松葉ヶ甥

御家入の邸宅

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
毘
1
3
1
4
1
5

6
7
8

1
1
10
》
0
1
9
臼

1
2
9
一
20
σ
4

2
2

平磯常

大江広元

毛利季光

二階堂氏

比企能員（宿）

和田胤長

北条政子

一条実雅

大野右近入道

工藤八郎左衛門尉

源仲章（宿）

八田朝重（宿）

北条時房（宿）

筑後守（宿）

北条義時・政子・藤

原頼経

北条政子

二階堂田村

八田知家（宿）

畠山重忠

小山朝政（宿）

藤原安平

三浦義村・泰村・家

村

北条義時・卿寺

大江国元（宿）

吾：治承4（1180）9。3～12・12／風：fi一一二所｝こ墓塔・屋敷力止

広元の往年（1148～1225）／伝承：一i“lI所明石橋付近に居住

季光の在年（1202～47）／伝承：浄明寺足利公方居館跡に邸

吾：建久3（1192）9・24～弘長3（工263）4・23／吾＝二階堂

吾：文治元（1185）9・1／吾：束の御門の宅

吾：建暦3（1213）3・25～4・2／吾：荏柄前

吾＝建保元（1213）5・4～8・1／吾：東御所〔幕府の郭外〕

吾：承久元（1219）10・20／吾：大倉，義蒔邸の鋳

吾＝承久2（1220）9・25／吾：大倉，義時邸近辺か

吾1承久2（1220）9・25／晋1大：倉，義蒔邸近辺か

吾：建保5（1217）1・11／吾：大倉御所近隣

吾＝建保5（1217）1・11／吾：大倉御所近隣

吾：建保元（1213）12・1／火倉御所近隣

吾：建保元（1213）12・1／吾：大倉御所近隣

吾：正治2（1200）5・25～嘉禄元（1225）7・23／吾：大倉亭，〔大倉

観音堂の潤辺〕

吾：貞応2（1223）2・27～嘉禄元（1225）5・3／吾：御堂御所

吾：建保5（1217）3・10～貞応3（1224）2・5／吾：勝長寿院の北方

吾：文治2（1工86）5・14～建保元（12工3）12・1／苔：南御門，〔御所

近辺〕

吾：正治元（1199）5・7／吾：〔御所近辺〕，伝承：南御門遣跡

朝政の暦年（1155～1238）／『小山文書』：法華堂

吾：文治2（1186）1・5／吾：西御門

吾：建久エ0（エ199）10・27～宝治元（1247）6。15／藷：西御門

吾：承久3（1221）11・3／吾1奥州当時館

吾：文治3（1187）4・14～承久2（1220）5・20／吾：政所，大倉御所

近辺
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F
O
n
b
7
8
◎
り

2
9
一
2
2
2

30

31

2
Q
）

0
0
Q
り

34

F
D
6
7
■
8
8

0
0
0
0
Q
り
n
d
Q
U

40

41

42

43

4
戸
D

．
4
4

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

北条義時

村上基国

佐々木成綱

佐貫広綱

大内惟義・惟信・義

信

工藤行光

新田忠常

葛西清重

尾藤景綱・景氏

北条泰晴・時頼

和田義盛○

大庭景親・親能

土屋義清

関実忠

八田朝重

比企能員

北条時政・義時（別

邸）

三善康信・康持

中条家長

加藤景廉

小山朝政・長村

安達景盛（宿）

相模次郎入道行念

工藤佑経

常陸平四郎

藤原広綱

牧宗近

橘公忠

平盛時

飯富源太

中沢兵衛尉

長目江七景遠

点心頼（宿館）

小坂太郎

中原光家

吾：建保元（1213）5・2～承久元（1219）1・27／吾：小町上

吾：建久2（1191）3・4／吾：小町大路失火焼亡

吾：建久2（1191）3・4／吾：小町大路失火焼亡

吾1建久2（1191）3・4／吾：小町大路失火焼亡

吾＝建久2（1191）3・4～承久2（1220）10・11／吾：小町大路失火焼

亡，町の辺

吾：建久2（1191）3・4～正治2（12QO）10・21／吾：小町大路失火焼

亡，若宮大路

吾：文治3（1187）1・18～建仁2（1202）9・29／吾：小町大路失火焼

亡，小町大路の辺

吾：治承4（118e）11・10／伝承，地名＝葛西ケ谷

吾1貞応3（1224）6・27～嘉禎2（1236）12・19／吾：北条泰時邸南

門二見，政所前失火焼亡

吾：承元4（1210）11・20～康元元（1256）11・22／吾：鎌倉亭，正家，

小町の西北，小町御亭，御所の北方（新造亭）

吾；建久6（1195）10　・27～建暦3（1213）5・2／吾＝若宮大路西頬

吾：文治4（1188）11・18～建仁元（1201）3・10／吾：若宮大路西頬

吾：建仁元（12e1）3・10／吾：若宮大路西目

吾：貞応3（1224）6・27／吾＝同時邸近辺

吾：建保4（1216）6・8～嘉禎2（1236）11・24／吾：町大路失火，南

北十四町災

吾1文治6（1190）1・3～建久2（1191）3・8／吾：小町大路失火焼亡，

伝承，地名：比企谷

吾：建仁3（1203）9・2～建永元（1206）2・4／吾＝名越亭，伝承1名

越谷

吾：正治元（1199）4・工～延応元（1239）12・21／吾：名越，大町大路

東

吾＝承元4（1210）2・1～寛喜3（1231）1・16／吾：米町辺失火　横

町南北六町余焼亡，若宮大路

吾＝簿永元（1182）6・8／吾1車大路

吾：治承5（1181）閏2・23～文応元（1260）11・22／吾：車大路，若

宮大路

吾1建保3（1215）1・11／吾：若宮辻

吾：承久2（1220）10・11／吾1町’の二

二：建久4（1193）1・5～4・19／伝承：材木座実相寺

吾1建久3（1192）5・19／吾＝由井

吾：寿永元（1182）11・1G／吾：飯島

吾：建久3（1192）1G・30／吾：浜の家

吾：建久4（1193）8・18／習＝浜の宿館

吾：正治元（1199）5・22／吾＝浜の辺

吾：正治元（1199）5・22／吾＝浜の辺

吾：正治元（1199）5・　22／it　：浜の辺

吾：文治2（1186）2・26／吾：浜

吾：建久4（1193）8・18／吾：浜

吾＝正治2（工200）9・2／吾：小坪

吾＝寿永元（1182）6・1～12・1G／吾：小窪，小坪
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60

1
2

ρ
Q
6
63

4
5
ハ
0
7

6
冷
0
戸
0
ρ
0
68

藤原清近（清親）・清

時

宮城家業

千葉成胤西寺胤・胤

綱

安達氏○

橘隆邦

工藤右衛門尉

佐野基綱

岡崎義実・土屋義清

中原親能

吾：承久3（1221）5・21～仁治2（1241）3・17／吾：稲瀬川

吾：：正治2（1200）8・21／吾：甘縄

吾：建暦3（1213）2・15～仁治2（1241）3・17／吾：甘口，安達邸の

南，甘縄山麓以南三町余焼亡

吾：治承4（1180）12・20～弘長元（1261）4・23／吾＝甘縄，甘縄の

山麓，若宮辻より三縄の間

吾1承久2（1220）1・29／吾：〔窟堂の辺〕

吾：承久2（122G）1・29／吾：〔二二の辺〕

吾：文治4（1188）1・1／吾：窟堂下

吾：治承4（1180）10・7～正治2（120G）閏2・12／吾：亀谷，寿福寺

傍

吾：正治元（1199）5・7～建暦3（1213）6・8／吾：亀谷

第皿期

寺院

1
9
臼
O
Q
4
ド
0

6
7
8
9
1
0

－
り
砲1
113

14

月輪寺

五大堂

釈迦堂O

大門寺

東勝寺○

辻の薬師堂

実相寺

最福寺

光明寺

新善光寺

北条経時の墳墓堂

悟真寺（蓮華寺）

新福寺

山王堂

『若狭国忌』五：北条経時の時には存在／鎌：霧沢ノ内了見

吾：嘉禎元（1235）6・29供養／現存：明王院

吾：嘉禄元（1225）6・ユ3供養／署：元仁元（1224）12・17〔同時邸

の東方〕，谷地名：釈迦堂ケ谷

『金沢文庫古文書』十二：仁治3（1242）8・1に初見／風：字大門

『本朝高僧伝』：開基泰時，『東山文庫記録』：永正9（1512）5・20頃

まで存在／発掘による

安置してある十二神像は鎌倉特代作／現存

寺山：開山霞昭（1236～1323）／現存

風：寛喜2（1230）年倉JJpt／風＝釧自倉弁ケ谷

『鎌倉佐介浄刹光明寺開山御伝』＝寛元元（1243）5・3　供養／現存

r北条九代記』：仁治3（1242）6・15に初見／風1日越（松ヶ谷長勝

寺裏）

署＝宝治元（1247）3・20　三共養／署：寛元4（1246）4。2佐々目L上1麓

r鎌倉佐介浄刹光明寺開山四二』：寛元元（1243）5・3　供養／同左＝

佐介ヶ谷，伝承＝蓬華寺跡地名：光明寺畠

r元亨釈書』：開山大休正念（1215－89）／r文明明応年間関東禅林詩

文等抄録』：石切山

子：寛元3（1245）3・19に初見／同左：亀谷山王宝前，鎌1源氏山

の西北

御家人の邸宅

1
2
3
4
5
6
7
8

＃ヒ条泰時（17rJ）

唐橋通時

下山入道

丹波良基

施薬院使良基

藤原親愛

藤原実矧

伊賀順行

吾：仁治2（1241）12・30／吾：山内巨福二別館

吾：寛喜3（1231）1・14／吾：大倉観音堂西辺，二階堂大路

吾：寛喜3（1231）1・14／吾：大倉観音堂西辺，二階堂大路

吾：延応元（1239）11・20～12・13／吾：大倉薬師堂

吾：延応元（1239）11・　20／吾：薬師堂ヶ谷

吾：文暦2（1235）エ・20～暦仁2（1239）12・29／吾：大倉

吾：貞応7（1222）7・3～貞応2（1228）9・16／吾：大倉

吾：慕禄元（1225）10・28／吾：大御堂前
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北条実暗

後藤基綱

足利義EC（宿）

清原無職

清右衛門丞

大和左衛門尉

平盛綱（宿）

近藤刑部丞

万年右馬允

安東光成

南条時貞

諏訪盛重

平盛綱

大田次郎

北条経蒋・重時（赤

照家）

北条時務○

毛利季光（宿）

藤原定員○
ゴヒ条辱勇直曾時…章（宿）

長沼宗政

大江泰秀

中民部太郎

竹御所

町野康俊・康持（宿）

北条聴幸

1ヒ諸車月時…。時章等（名

越氏）

阿野四郎

相良明定

相良明定・明胤

葛西清算

北条時盛

諏訪盛重○

千葉常胤・胤貞（別）

武田儒光・信忠

佐々木義清

足利大夫判宮

隠鮫次郎左衛門尉泰

清

加地八郎左衛門尉信

頼

吾：寛元5（1247）1・13／吾：頼朝法華堂前失火焼亡

吾：寛喜元（1229）3・26～9・5／吾：大倉，西御門

吾：寛喜3（1231）2・11～建長6（1254）11・16／吾：若宮馬場本，

大倉

吾：嘉禄2（1226）12・13／吾：政所前失火焼亡

吾：嘉禄2（1226）12・13／吾：政所前失火焼亡

吾：嘉禄2（1226）12・13／吾：政所前失火焼亡

吾：嘉禄2（1226）12・13／吾：政所前央火焼亡

吾：嘉禄2（1226）12・13／吾：政所前失火焼亡

吾：嘉禎2（1236）12・19／吾：泰時邸北土門東脇

吾：嘉禎2（1236）12・19／吾：泰時邸北土門西脇

吾：濃墨2（1236）12・19／吾：泰時邸北＝ヒ門西脇

吾：嘉禎2（1236）12・19～寛元4（1246）6・6／吾：泰H寺邸南角，

風：宝戒寺前

吾：嘉禎2（1236）12・19～12・23／吾：泰時雲南門西脇，小町

1吾：嘉禎2（1236）12・19／吾：泰時碧南門西脇の西

吾：寛元2（1244）12・26～宝治元（1247）7・17／吾：泰時1邸北隣，

泰時邸に向顔，御所北颪，若宮大路

吾＝嘉禄2（1226）12・2工～延応元（1239）4・25／吾：泰時邸近辺

吾＝嘉禄元（1225）4・30～寛元5（1247）1・3／吾：御所の向い

吾：貞永元（1232）6・7／吾：小町の測

量：寛元3（1245）5・23～弘長3（1263）11・22／吾：御所食方

吾：寛喜2（1230）1・3／吾＝御所の南

吾：仁治2（1241）3・15～宝治元（1247）6・5／吾：西阿近隣〔御所

近辺か〕

吾：慕禎2（1236）11・24／吾：町大路失火，南北十四町災

吾：嘉禎2（1226）10・18～天福元（1233）12・28／伝承：妙本寺

吾＝寛喜3（1231）1・25／吾：名越

吾：寛喜3（1231）1・25／吾：名越

吾：安貞2（1228）12・12～弘長3（1263）12・28／吾：名越，新善行

寺辺，御所の南

吾：承久元（1219）9・22／吾：浜の家，若宮大路より葉

『相良家文民』：嘉禎3（1237）10・4／同左：浜

r相良家文書』：嘉禎3（1237）10・4／同左：営縄

墨：仁治2（1242）3・17／吾：前浜より甘縄の間

吾：寛元4（1246）6・27～文永3（1266）7・4／吾：佐介

盛重は義時・泰時・時頼に仕える／鎌：千葉屋敷東南ノ轟，小字：

蔵屋敷，伝承：諏訪屋敷

胤貞の在年（1288～1336）／風：小町妙隆寺の北方

吾1延応元（1239）12・13／吾：薬師堂より坤の方角，名越

吾：延応元（1239）12・29／吾：武蔵大藤下

吾：仁治4（1243）1・9／吾：亀ヶ谷

吾1仁治2（1242）10・22／吾：亀谷辺

吾＝仁治2（1242）10・22／吾：亀谷辺
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47

48

長井時秀・泰秀

北条実時・時宗

吾：仁治2（1242）3・15～弘長3（1263）12・17／吾：御所と永福寺

の間，荏柄社の前から塔辻の間

吾：宝治元（1247）1・13～文応元（1264）3・21／吾：東亭，東御亭，

法華堂前

髪w期

神社

1・1大舗荷 陪・張元（・26・）・…観／・寺伝略記・・〔翻寺幽・〕

寺院

1
2
3
4

伊
D
ρ
0
7
8

9
1
0
王
9
臼1
1
3
4
戸
D
ρ
0

1
1
1
17
8
9

1
1
120
21

2
Q
り
4
F
D

2
ウ
臼
2
2

光触寺

一心院

法源寺

大楽寺

延福寺

瑞泉寺

理智光寺

蝋屈寺

護法寺

太平寺○

来迎寺

宝僧寺

常在寺

妙本寺

別願寺（能成寺）

善遵寺

安養院

田代観音堂

長福寺

慈恩寺

本国寺

安国論寺

妙長寺

善勝寺

経師坊谷

≡吉…伝：1｝昌山一一遍智真（～1285）／現存

r社務職次第』1元弘3（1333）9・4に初見／鎌：光触寺の南方の柏

原山下

『延宝伝燈記』＝文永7（1270）年に初見／『麓山略志』：胡桃ヶ谷

『神奈川県浅間神琶の元大楽寺の鐘銘』：文保元（1317）年創建，明

治維新で廃寺に，／鎌：浄妙寺ノ東ノ谷，r鎌倉大日記』：永享元

（1429）・2・11〔永安寺の山向こう〕

風：嘉元3（1305）年頃創建か？／低承：浄妙寺の西北隣

寺伝：嘉暦2（1327）年創建／現存

『律苑僧宝伝』「泉市寺男燈律師伝」：開山願行（～1259）／明治2年

まで存在

r宝金剛寺所蔵木造不動明王像胎内納入物大毘癒那成経第十七巻の

奥書』＝永仁2（1294）年に初見／同左：二階堂椙谷

r延宝伝燈録』：無学祖元の頃には存在／風：荏柄天神被の傍

『念大休禅師語録㌫弘安5（1282）年に初見／寛永19（1642）年より

高松寺に改名し昭和6年まで存在

寺伝：開山一遍智真／現存

r足利尊氏の寺領相模国金目切半分の寄進状案』：〔開基後醍醐天皇〕

／現存

風：文保2（1318）3・27頃存在／風＝小町，常在寺屋敷の地名を残す

岨伝：文応元（1260）年草創／現存

審伝：弘文5（1282）年に能成寺から改名／現存

『金沢文庫古文書』十：弘安10（1287）年に初見／r安養院寺領』：

現安養院の地

寺伝：鎌倉末期に稲瀬川の辺から移転してくる／現存

r北条九代記9：延慶3（1310）エ1・6に初見／鎌：妙本寺の東南

『円覚寺文書足利尊氏御教書』：弘安7（1284）年には存在／同左：

名越

r北条二時十三回忌供養記』：元亨3（1323）年に初見／r鹿山略志』：

海浜に近い

r元祖化滋記』，r日蓮上人註画讃』＝建長5（1253）年　創建／同左：

松葉ケ谷

寺伝：開山日蓮（1260年頃）／現存

寺伝：正中2（1325）年　千葉胤貞開基／現存

『金沢文庫古文書』十二：徳治2（13G7）3・29に初見／同左1名越

r金沢文庫古文書』十：弘長4（1264）年に初見／同左1経師谷
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2
3
4

謄
0
5
5
5
ρ
Q

5
實
0

崇寿寺

前浜一向堂（新居閻

魔堂）

霊山寺

極楽寺

長谷寺

光則寺

悲田

高徳肥

車縄宿坊

万寿寺○

長楽寺

西方寺

七観音

遺身院

新清涼寺○

松谷寺

薬師裳

法性寺○

無量寺

松源寺

新清水寺

東林寺

浄光明寺

多宝寺○

正円寺

北斗堂

建長寺

浄智寺

禅興寺（最明寺）

東慶寺

円覚寺

r崇寿寺鐘銘』：元亨元（1321）年　開創／『崇寿寺鐘銘』：飯島の艮，

鎌倉の巽，弁谷霊区：

r円応寺寺伝』：建長2（1250）年．創設／r成既年中行事』：浜，『荒

居閻魔堂円応寺修造勧進状』：由比郷見越岩，〔海に面す〕，鎌：由

比浜大鳥居の東南

r和室文書』「三木恩田軍忠状」＝元弘3（1333）5・20に初見／同左：

稲村ケ崎

『元亨釈書』＝正元元（1259）年北条重時　創建／現存

r相州鎌倉海光山長谷寺事実』：正治2（120G）年　飼建／現存

島伝1文永8（1271）9月　創建／現存

〔極楽寺創建後か？〕／r西大寺叡副俵記集成』「関東往還詑」5・1条1

浜

吾：大仏は建長4（1252）年頃完成／現存

『随聞私記』＝永仁5（1297）閏10・7に初見／隅左：甘纒，佐々目ヶ

谷m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

r鹿山略記』：弘安9（1286）年創建／r鹿山略記』：長谷郷

著：文応元（1260）4・29に初見／鎌，風：笹目ケ谷の辺，『律苑僧宝

伝』：稲瀬川の畔

『浄光明寺住持高恵等連署発願文写』＝正和4（1315）年に初見／『極

楽寺伽藍古豪』

吾：建長2（1250）12・20に初見／小字：七観音谷

r金沢文庫古文書』八：弘安8（1285）7・28に初見／同左：佐々目

r忍性菩薩行状略記』：弘長元（1260）年に初見／鎌：宝泉寺ヶ谷の

北，海蔵寺外門前の爽

『金沢文庫古文省』十：嘉元2（1304）年に初見／風＝佐介谷の小字

松枝谷

吾：正嘉2（1258）1・17に初見／鎌：佐介ヶ谷の入口の東南

出土した宝塔の銘：嘉暦2（1327）年に初見／r扇ヶ谷絵図』，風＝法

連寺谷

吾：文永2（1265）6・3に初見／鎌：興禅専の西の方の谷

吾＝弘長3（1263）4・7の地蔵堂が前身か？／鎌，『扇ヶ谷村絵麟』：

鉄観音ノ西，厳霊堂ノ山ノ中壇

吾1正嘉2（1258）1・17に初見／風1清水寺谷（浄光明寺前なり）

鎌：浄光明寺と同時期に創建か～／鎌：浄光明寺の向かい

寺伝：建長3（1251）年創建／現存

『忍性菩薩行状略頒』：弘長2（1262）年に初見／鎌：多宝寺谷

r随聞私記』：永仁4（1296）4・16に初見／風：天神社，窪田：〔扇ク

谷〕

吾：弘長3（1263）8・25に初見／風：佐介谷〔扇ヶ谷〕の小字，『扇

ケ谷村絵図』

吾1建長5（1253）11・25供養／現存

鎌，　風：〔弘安4（1281）年頃倉0建ヵ、〕／現存

『延宝伝燈録』＝時宗闘基，〔文永5（1268）年頃創建か〕／明治初期

まで存在，r明月院古絵図』

『五山言毒薬異』　『蚕食倉五山言己』：〔弘安8（1285）年頃倉U建〕　／現存

『建長寺年｛k言託』　イLb　：弘安5（1282）12・8　　参毛養／現存
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長井頼秀・貞頼

相良頼俊

丹後行貞

足利上総前司

佐々木泰綱山荘

北条教時

宇佐美祐泰

伊賀威霊

小田晴家

宮内時秀

北条政村

便賀光宗

後藤基政

宇都宮泰綱

伊豆実保

磁条業時

文元

結城朝広

1ヒ条教壇（宿）

天野香煙（宿）

北条時宗～高時（北

条執権邸）

大曾応長泰（宿）

安達泰盛（宿）

二階堂氏（宿）

筑前入道

新田三河前守

木工権頭

図書頭

薩摩七郎左衛門尉

周防五郎左衛門尉

前宮内少輔元遠（休

所）

安東光成

藤原親家（宿）

北条時定

武藤景頼（宿～）

花山院通雅（長雅）

口縄家長（宿）

北条時村（宿）

安東聖秀

藤原行教・貞行

r毛利家文書』：元徳元（1329）1・222／同左：宅間ヶ谷

『相良家文書』：正応3（1290）5・8／同左：釈迦堂ケ谷

r北条九代記』＝正応3（1289）1・3／同左：〔二階堂か〕

r平安京京図』：元応元（1319）8・3／同左：大蔵稲荷下

吾：正嘉元（エ257）8・18～9・3G／吾：薬師堂ヶ谷

蕩：文永3（1266）7・4／吾：薬師堂ヶ谷

吾：建長3（1251）10・7／吾：荏柄芙神社前

吾：康元元（1256）3・16／吾：大倉

吾：康元元（1256）3・16／吾：大倉

吾：弘長3（1263）10・17／吾：白柄社の前から塔辻の間

吾：文永2（1265）7・16～文永3（1266）1・29／署：小町

吾：正嘉元（1257）11・22／奢：若宮大路と田楽辻子の問

奢：正鋸元（1257）11・22／吾＝若宮大路と田楽笹子の問

署：正嘉元（1257）11・22／吾＝若宮大路と田楽辻子の間

吾：正嘉元（1257）11・22／署：若宮大路と田楽辻子の間

吾：正嘉元（1257）11・22／吾：若宮大路と田楽背子の間

吾：正耳元（1257）11・22／吾：若宮大路と田楽背子の間

吾：建長3（1251）1・4／吾：塔辻

吾：文永3（1266）7・4／吾：日時

『関東往還記』：弘長2（1262）2・27／同左：西御門

吾：文応元（1264）3・21～『太平記』：元弘3（1333）5・22／吾：御

所の來北，伝承＝宝戒寺地

吾：弘長元（1261）7・13／吾：宇津宮辻子御所近辺

吾：弘長元（1261）7・13／吾：宇津宮台子御所近辺

吾1弘長元（1261）7・13／吾：宇津宮辻子御所近辺

吾：弘長元（1261）1・13／習：宇津宮辻子御所近辺

吾：弘長元（1261）1・13／吾：宇津宮辻子御所近辺

吾：弘長元（1261）1・13／吾：宇津宮御子御所近辺

吾1弘長元（1261）1・13／吾：宇津宮卵子御所近辺

吾：弘長元（1261）1・13／吾：宇津宮辻子御所近辺

吾：弘長元（1261）1・13／吾＝宇津宮辻子御所近辺

r北条九代記』：元徳2（1330）2・7／吾：宇津宮稲子御所近辺

吾：建長6（1254）2・4／署：藤原親家（宿）・北条指定邸の近く

吾：建長6（1254）2・4～正嘉元（1257）11・22／吾：若宮大路と田

楽二子の間，安東光成・北条時定量の近く

吾：建長3（1251）2・10～建長6（1254）2・4／吾：安東光成・藤原

親家（宿）邸の近く，若宮大路一由比浜一佐々目谷一中下馬橋の問

吾：弘長3（1263）12・10／吾：曲師勾嶺辻子と大学辻子の間，若宮

大路

吾：正嘉元（1257）11・22／吾：若宮大路と田楽副子の間，若宮大路

r北条九代記』：弘安3（1280）10・28／同左：中の下馬橋

r北条九代記』：永仁元（1293）3・23／同類：若宮大路

『太平記渥：元弘3（1333）／同左：小町口

r田代文書』：元寧2（1322）2・29／凹凹：比企谷
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多治見国長（宿）

小早川茂平・政景

田代信綱

備前三郎長頼

長井頼秀・貞頼

長門景遠

阿仏尼（宿）

北条時定

北条時隆

地相法橋

山内通資・通時

平為度・宗度

平曲度・顕盛

宿屋光鋼

大仏貞直

北条政村・時村（別）

o
ゴヒ条重R寺（別）

平宗度・目盛

安達泰盛（別）

北条時頼（別）

諏訪刑部左衛門入道

伊具四郎

罠部入道（宿）

平頼綱

『藤島神社文書』1正中元（1324）9・26／同左：唐笠辻子

『小早川家文書』：正嘉2（1258）7・19／同左＝米町

信綱の在年（1310年頃）／鎌：妙本寺の南方，田代観音堂の西方

吾：正嘉2（1258）5・8／吾：名越

r毛利家文書』：元徳元（1329）12・22／同左：小坪

吾：文治2（1265）2・26／吾：浜の家

系仏尼の在年（～1283）／r四穴夜日記』＝月影ヶ谷

吾＝建長3（1251）2・10／吾：甘羅

吾：建長3（1251）2・10／吾：二七

吾：建長3（1251）2・10／吾：甘縄

r山内首藤家文書』：元徳2（1330）3・18／同左：甘縄

『朽木文書』：延慶2（13G9）12・1／同左＝甘縄

r朽木文書』：嘉暦3（1328）6・11／同左：二二魚町

光則は時頼の家臣，〔文永8（1271）年以後〕／伝承：光則寺

貞直の在年（～1333）／r太平記』1大仏の地

吾1康元元（1256）8・20～r建治三年日記』：建治3（1277）12・13／

誓：常盤

吾：弘長元（1261）4・21～4・25／吾：極楽寺

『朽木文書』：元亨2（1322）2・26／同左：佐々目

r建治三年日記』：建治3（1277）6・13／同左＝佐介

吾：建長6（1254）・6・15～弘長元（1261）11・22／吾：山内御亭，

最明寺御亭

吾＝正嘉2（1258）8・17／吾：山内

吾：正嘉2（1258）8・16／吾：山内

r北条九代記』：徳治元（1306）7・19／同左＝山内

r建治三年日記』：建治3（127）712・27／隅左＝山内

第V期
神社

1

2

南小路聖天社

白旗明神社

r法華堂文書』「一色頼行寺領寄進状」：建武元（1334）8・3に初見／

同左：大蔵，〔筋替橋～岐道あたりか〕

r空華日光集』：応安6（1373）11・15に落成／r哨戒寺文書』：貞和

4（1348）11・1　白幡谷口

寺院

1
9
臼

Q
U
4
5

【
0
7

泰安寺○

大休寺

報国寺

永安寺

報恩寺

保寿院

八正寺

r鎌倉九代後期』：応永31（1424）11・11に初見／風：飯盛山の山上

r浄妙寺略記』＝〔貞治5（1366）年頃までに創建か〕／同左1浄妙寺

の傍，延福寺旧跡の西

鎌，r本朝高僧伝』，撹，風：開基は足利家時／現存

r黄梅院文書』「黄梅院造営規式」：応永9（1402）年に初見／r鎌倉

九代後期』：永享元（1429）2〔大楽寺の近く〕

『空華集』「報恩寺鐘銘」，『空華日工集』：応安4（1371）10・15創

建／r鹿山高志』：〔東隣に法華堂〕

r空華日工集』：応安元（1368）9・29頃　創建／風：西御門

風，吾，社務職次第，社：応永21（1414）4・13鶴岡二十五坊の別当

坊が入正寺と称する／風：西谷
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中世鎌倉の都市空間構造（山村）
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◎
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占
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18

19

0
ー

ウ
一
2

本覚喜

多福審

木束寺

妙法寺

安穏寺

本興寺

長勝韓

藍贔寺

国清寺

天狗堂

法泉寺

勝因寺

海蔵寺

霊厳院

r石渡新造左衛門之碑銘』：永享8（1436）年　創建／現存

風：応永6（1399）年創建／風：大宝寺の場所

r黄梅院文書』「古教妙訓証文」：文安3（エ446）年に瓜ヶ谷に移転／

同左：名越花ヶ谷

寺伝：延文2（1357）年　目叡の再興／現存

風：応永4（ユ348）年以前に創建／風：松葉ヶ谷

寺俵：開山日什（～1393）／現存

『由緒書』：貞和元（1345）年　創建／現存

謬伝：開基薪田義貞／現存

『鎌倉五山記』：康安年間（1361－62）　開基畠山国清／『喜連川判

鑑』，r鎌倉大草紙』＝佐介ケ谷

r太平記i：正慶2（1333）5月に初見／鎌，風1長谷小賂から佐介

谷へ入る右手の山の端

『延宝伝燈録』：開基畠山国清〔延文5（1360）年以前か〕／地名：法

泉寺ヶ谷

r本朝高僧伝』1〔貞治（1362－68）年間には存在）／風＝坂中正因寺，

r扇ヶ谷村絵図』＝正遠寺，地名：勝縁寺ヶ谷

『海蔵寺修造勧進口写』：応永元（1394）年　建立／現存

r上杉系図』扇谷顕定の頂：永和6（1380）4・3に初見／鎌：華光

院前の畠

御家人の邸宅

1

2

n
δ
4
戸
D
6

7
8
9
1
0
1
1
1
2

鎌倉御所

足利直義

宅間上杉氏

犬僧上華氏

足利義詮（臨時の御

所）

足利義詮（臨時の御

所）

足利尊氏

山内上杉氏

足利尊氏

扇ケ谷上杉氏

大友氏時

山内上杉氏

r喜連川判鑑』応永15（1408）8・27立柱上棟／風，撹，鎌，r喜連

川判鑑』，伝承：浄妙寺の東，公方屋敷

r梅松論』：直義元弘3（エ333）12鎌倉へ下向／r浄妙寺略記』：大休

寺の地

r空華集』：永和4（1378）4・17／伝承，同左1宅間ヶ谷

犬懸上杉氏は応永24（1417）年まで存続／伝承：犬懸ヶ谷

『社務職次第』＝建武2（1335）8・27／同左：二階堂御所

r梅松論』＝元弘3（1333）5／同左＝大倉幕府跡

尊高iの面心（1305～58）／『鎌；倉絵図』：スミウリノll

山内上杉氏は永禄元（1558）年まで存続／『湘山星移集』：佐介

尊氏の在留（1305～58）／『鎌倉絵図』：山ノ内

扇ヶ谷上旧主は天文14（1546）まで存続／伝承1扇ヶ谷英勝寺付近

r大友文書』：貞治3（1364）2／同前：扇ヶ谷の藤ヶ谷

r甲山星粗菓』：康暦元（1379）4・20（30）／伝承，同左：明月院入口

付近の東方

吾：吾妻鏡，鎌：新編鎌倉志，撹：鎌倉眩耀考，風：新編相模国風土記稿，社；鶴岡社務記録，

供：鶴岡八幡宮寺供僧次第，社務職次第：鶴岡八幡宮寺社務職次第，宿＝宿所，鋼：別業の略。

〔〕は文献の内容から推定。発掘結果のあるものには名称の欄に○印を付した。
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中世鎌倉の都市空間構造（山村）

凡 例

神
社

寺

院

武
士
の
邸
宅

地

名

☆騰期破献等により存在が癬できる

☆1麗の史鱒で存在が示唆でき・

塵

A

位澱が同時期の文献に記録，

時期が同時期の文献に記載

または発掘で確認，または明治以後まで存在。創建

位置が同浮州の文献に記録，または発掘で確認，または明治以後まで存在。創建

時期を後世の史料，または伝承，または初見二期で推定

位置を後世の史料，または伝承，

献に記載

または小字地名で確認。創建巨寺期が問時期の文

位置を後世の史料，または伝承，または小字地名で確認。創建時期を後世の史料，

または伝承，または初見時期で推定

躍1大体・位置腱嗣艦創醐男綱醐破献・誠

□睡・位置腱・磯鰻時期を灘・蝋・伝承・初一期で齪

噛1同醐・鰍のみで綴・確魎

㊥i購期・鰍か・後世・蝋また・ま憾で位置・確魑

『δ「馳・賄・た・伝承・みで位置・確定可

Ql大体の位置比定が可能

④1二期三献のみで位置二二・⇒ヒ紙・邸宅

◎隣期・二二齪さ渕ヒ二四宅

地卿名

切通し

道路

0：大倉，E：荏豊，　Ka：亀ヶ谷，　Ya：山内，　F：深沢，　A　l甘縄，　Yu：由比，

1：飯島，Ko＝小坪，　ln：稲村ヶ織Na：名越M：前浜，　W：和賀江島，　To：

常盤，Sa：佐介，　Ni：二階堂，　H：長谷，　Ss：佐々目，　Ta：宅間ケ谷，　Ik　l犬

懸ケ谷，09＝扇ケ谷

Ka：亀ヶ谷切通し，　Ke：化粧坂切通し，　D：大仏坂切通し，　Sh：釈迦堂切通し，

Na：名越切通し，　As：朝比奈切通し，　Ko＝巨福呂坂切通し，　G＝極楽専坂切通

し，（1）：犬殺坂

m：六浦道，ko＝小町大路，　i＝今大路，　o：大町大路，

路，y：横大路

kU＝車大路W：若宮大

P
，
1同劇・そ・名称が働れ・いたか棚な脇

一・一 ｡擬され・葡
位置に関しては，建造物や狭い地区名を基準とした伎置表示の場合「位置が確認できる」とし，

地区名や道路名等のみによる位置の記述の場合は「特定不可」とした。li寺期に関しては，神社・

寺院は，創建された後は存在し続けたとみなした。御家人の館に関しては，ほとんどが築造お

よび衰廃の時期が明確でないため，文献に登別する期間をもって確実に存在している期間とみ

なし図に記入した。結果，確実に存在したと思われる建造物は図表全体の数十パーセントしか

ないが，確実さがあいまいなものを加えても空閥構造の傾向は変わらないと考える。なお，当

該期に新設される建造物のみに数字を付して図1・2・4・5・6と表1に示した。数字のない建
造物は当該期以前に建設されたものである。
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本
寺
（
圏
1
）
・
言
柄
天
神
社
（
☆
1
）
・
窟
堂
（
麗
2
）
・
源
氏
の
館
（
⑱
5
）
・
杉
本
氏
（
①
1
）
や
梶
原
氏
（
①
1
）
の
館
が
点
在
す
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

二
階
堂
向
荏
柄
遺
跡
（
α
）
で
は
、
住
居
肚
七
軒
が
、
十
二
所
鐘
ヶ
谷
遺
跡
（
β
）
か
ら
は
奈
良
・
平
安
時
代
の
土
器
が
検
出
さ
れ
、
『
相
模
国
封

　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

戸
租
交
易
帳
』
・
『
和
名
類
聚
抄
』
に
も
「
荏
草
郷
」
と
い
う
地
名
が
登
場
し
、
集
落
の
存
在
が
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、
滑
川
上
流
部
一
帯
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
つ
ら
⑫

寺
社
・
武
家
の
邸
宅
・
集
落
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
を
結
ぶ
道
と
し
て
、
六
浦
道
が
頼
朝
入
府
以
前
に
は
開
通
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
道
は
鎌
倉
の
外
港
六
浦
へ
至
る
重
要
な
交
通
路
で
も
あ
る
。

　
ま
た
、
南
の
海
寄
り
に
元
八
幡
（
☆
3
）
・
御
霊
神
社
（
☆
4
）
・
甘
縄
神
明
鮭
（
☆
5
）
・
八
雲
神
社
（
☆
2
）
と
い
っ
た
神
社
が
点
在
し
、
稲
村

ケ
崎
よ
り
甘
縄
を
経
て
そ
れ
ら
を
結
び
滑
川
下
流
部
の
浜
堤
上
を
通
り
名
越
か
ら
逗
干
へ
抜
け
る
道
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
鎌
倉
の
平
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

部
海
岸
側
に
は
何
条
か
の
浜
堤
が
形
成
さ
れ
、
平
野
は
そ
の
後
背
湿
地
内
に
堆
積
し
た
粘
土
が
主
要
素
で
あ
る
。
近
く
の
江
ノ
島
が
陸
繋
島
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
三
浦
半
島
の
西
部
の
沿
岸
流
の
作
用
は
大
き
く
、
そ
の
た
め
浜
堤
が
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
。
実
際
、
現
在
の
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

鳥
居
付
近
に
浜
堤
の
頂
部
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
発
掘
の
結
果
、
若
宮
大
路
の
西
側
で
は
佐
助
川
を
境
に
し
て
堆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

積
土
層
が
変
化
し
、
川
の
南
が
砂
質
土
、
北
が
粘
土
層
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
佐
助
川
と
滑
川
の
合
流
す
る
地
点
の
南
に
前
述
の
浜

堤
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
浜
堤
の
背
後
は
粘
土
層
で
二
本
の
川
の
合
流
地
点
の
氾
濫
原
で
も
あ
り
、
十
三
世
紀
に
飛
砂
に
よ
っ
て
埋
め
立
て

ら
れ
る
ま
で
後
背
湿
地
の
原
状
を
と
ど
め
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
居
住
に
は
適
さ
な
い
。
ま
た
、
滑
川
の
東
方
に
お
い
て
も
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

背
湿
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
同
様
に
居
住
に
は
適
さ
な
い
。
こ
れ
ら
を
避
け
て
図
1
の
よ
う
に
北
側
に
大
き
く
湾
曲
し
て
、
浜
堤
上
に
道
路
が

通
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ

　
以
上
の
二
本
の
東
西
道
が
当
時
の
鎌
倉
の
中
軸
線
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
寺
祉
・
武
家
の
館
は
谷
の
中
、
あ
る
い
は
山
際
に
存

在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
地
形
条
件
お
よ
び
交
通
路
か
ら
す
れ
ば
、
館
と
集
落
は
谷
の
中
お
よ
び
二
本
の
東
西
軸
沿
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

う
限
定
さ
れ
た
地
域
に
し
か
立
地
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
本
の
東
西
道
を
結
ぶ
南
北
の
交
通
路
と
し
て
推
定
さ
れ
る
の
は
、

現
在
小
町
大
路
と
今
大
路
と
称
さ
れ
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
起
源
は
お
そ
ら
く
谷
と
谷
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
自
然
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発
生
的
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
る
。
以
上
よ
り
、
本
節
の
冒
頭
に
あ
げ
た

以
前
の
鎌
倉
を
過
小
に
評
価
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

『
吾
妻
鏡
』
の
記
述
は
、

　
　
　
　
　
　
　
⑲

頼
朝
入
府
後
の
繁
栄
を
誇
張
す
る
た
め
、

中世鎌倉の都市空間構造（山村）

　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
第
x
期
　
大
倉
幕
府
時
代
（
図
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
治
承
四
年
（
一
一
八
○
）
十
二
月
に
大
倉
幕
府
が
造
ら
れ
、
養
和
元
年
（
＝
八
一
）
七
月
に
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
社
殿
の
造
作
が
始
ま
る
。
翌
同

二
年
（
一
一
八
二
）
三
月
に
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
社
頭
か
ら
由
比
の
浦
ま
で
若
宮
大
路
が
真
っ
直
ぐ
に
通
じ
た
。

　
図
2
よ
り
御
家
人
の
館
の
分
布
を
み
る
と
、
そ
の
多
く
、
特
に
宿
所
が
大
倉
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
大
倉
に
幕
府
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

政
所
・
侍
所
・
問
注
所
等
の
幕
府
諸
施
設
が
集
中
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
幕
府
は
『
吾
妻
鏡
』
お
よ
び
地
籍
図
の
検
討
に
よ
り
、
本
稿
で
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

3
に
記
し
た
位
置
に
比
定
し
た
。
ま
た
、
幕
府
諸
施
設
の
位
置
は
『
吾
妻
鏡
』
よ
り
以
下
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。
侍
所
は
大
倉
幕
府
完
成
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
㊧

に
は
幕
府
内
に
存
在
し
て
い
た
。
政
所
は
幕
府
完
成
当
初
の
位
置
が
不
明
で
あ
る
が
、
遅
く
と
も
寛
元
二
年
（
＝
一
四
四
）
ま
で
幕
府
郭
内
に
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

在
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
公
文
所
・
問
注
所
は
幕
府
内
か
ら
建
久
十
年
（
＝
九
二
）
に
執
事
三
善
善
信
邸
に
移
転
し
、
そ
の
後
遅
く
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
に
は
政
所
と
併
設
さ
れ
て
い
る
。
以
上
よ
り
こ
れ
ら
諸
施
設
が
こ
の
第
H
期
に
、
一
時
期
に
し
ろ
幕
府
内
も
し
く
は
近

接
し
て
所
在
し
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
。
こ
こ
で
図
3
の
地
籍
図
を
検
討
す
る
と
、
幕
府
比
定
地
の
東
北
の
一
画
を
細
長
い
水
田
が
取
り
囲
み
、

そ
の
内
部
を
細
分
化
し
て
い
る
の
が
み
て
と
れ
る
。
こ
の
一
区
画
は
、
例
え
ば
有
力
御
家
人
ク
ラ
ス
の
本
邸
と
み
ら
れ
る
今
小
路
西
遣
跡
の
武

　
　
⑳

家
屋
敷
と
比
べ
る
と
、
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
小
さ
い
。
つ
ま
り
こ
の
一
区
画
を
屋
敷
で
は
な
く
宿
所
と
考
え
、
幕
府
近
辺
に
集
中
す
る
御

家
人
の
宿
所
と
し
、
中
で
も
特
に
や
や
大
き
な
区
画
を
、
前
述
の
『
吾
妻
鏡
』
か
ら
の
推
定
よ
り
、
幕
府
諸
機
関
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

即
ち
、
大
倉
幕
府
郭
内
に
侍
所
等
の
幕
府
諸
機
関
や
宿
所
が
存
在
し
て
い
た
と
の
仮
説
を
提
示
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
頼
朝
が
幕
府
の
地
と
し
て
大
倉
を
選
ん
だ
理
由
は
『
吾
妻
鏡
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
四
神
柏
応
」
の
地
で
あ
っ
た
た
め
と
の
見
解
も

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
む
し
ろ
石
井
進
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大
倉
が
単
玉
期
か
ら
の
幹
線
道
路
で
あ
る
六
浦
道
に
面
し
、
か
つ
滑
川
に
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⑳

沿
っ
た
谷
の
中
で
あ
る
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
鎌
倉
の
基
軸
は
も
と
も
と
こ
の
六
浦
道
と
浜
堤
上
を
通
る
南
側
の

東
西
道
の
二
本
で
あ
っ
た
が
、
都
市
鎌
倉
の
建
設
に
伴
い
第
豆
期
に
は
六
浦
道
の
方
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
い

わ
ば
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
沿
い
に
政
治
的
中
心
で
あ
る
幕
府
と
宗
教
的
中
心
で
あ
る
鶴
岡
八
幡
宮
が
建
設
さ
れ
た
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
地
形
を
み
る
と
、
鶴
岡
八
幡
宮
東
方
一
帯
は
滑
川
の
南
向
き
の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
し
、
前
述
の
よ
う
に
弥
生
時
代
か
ら
集
落
立
地
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
平
野
部
の
若
宮
大
路
西
側
は
前
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に
低
湿
地
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
幕
府
と
御
家
人
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
こ
う
い
っ
た
地
形
条
件
に
規
欄
さ
れ
大
倉
に
決
ま
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　
こ
の
時
期
に
は
、
幕
府
造
営
と
前
後
し
て
、
新
し
く
鎌
倉
に
移
住
し
た
御
家
人
の
館
が
次
女
に
造
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
幕
府
近
辺
の
大
倉
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ

六
浦
道
沿
い
の
谷
の
中
が
多
い
が
、
有
力
御
家
人
は
幕
府
か
ら
少
し
離
れ
た
谷
の
奥
あ
る
い
は
入
口
に
邸
宅
を
構
え
る
「
谷
立
地
傾
向
」
が
あ

る
。
例
え
ば
、
北
条
時
政
は
名
越
谷
の
最
奥
部
（
◎
4
1
）
、
初
代
問
注
所
執
事
三
善
康
信
は
名
越
谷
の
中
（
㊥
4
2
）
、
二
階
堂
氏
は
幕
府
東
北
の
谷

の
奥
（
⑤
4
）
、
比
企
能
員
は
現
比
企
ケ
谷
（
⑫
4
0
）
、
安
達
氏
は
甘
縄
の
谷
の
入
口
（
㊥
6
2
）
で
あ
る
。
谷
に
つ
く
ら
れ
た
建
造
物
は
御
家
人
邸
だ

け
で
は
な
い
。
こ
の
時
期
に
幕
府
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
つ
寺
も
谷
立
地
傾
向
を
示
す
。
例
え
ば
、
頼
朝
の
御
願
寺
で
あ
り
幕
府
の
官
寺
と
し

て
公
的
に
経
営
管
理
さ
れ
、
盛
時
に
は
鶴
岡
八
幡
宮
と
並
び
隆
盛
を
誇
っ
た
と
い
う
永
福
寺
と
勝
長
寿
院
は
、
永
福
寺
が
幕
府
東
北
の
谷
の
最

奥
部
（
圏
4
）
に
、
勝
長
寿
院
が
現
大
御
堂
ケ
谷
（
閣
6
）
に
位
置
し
た
。
こ
の
よ
う
な
谷
の
中
を
充
填
し
て
い
く
谷
立
地
傾
向
は
第
－
期
の
踏
襲

で
あ
り
、
武
士
頼
朝
の
館
で
あ
る
幕
府
も
大
倉
と
い
う
滑
川
の
つ
く
る
谷
の
内
に
造
営
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
結
果
、
若
宮
大
路
は
造
営
さ

れ
て
は
い
た
も
の
の
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
都
市
の
基
軸
に
成
り
得
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
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3

第
皿
期
　
宇
津
宮
辻
子
・
若
宮
大
路
幕
府
時
代
前
期
（
図
4
）

　
こ
の
時
期
の
最
後
に
は
、
北
条
茂
が
最
大
の
政
敵
で
あ
っ
た
三
浦
氏
を
宝
治
合
戦
で
滅
亡
さ
せ
、
他
氏
排
斥
を
完
了
さ
せ
た
。
つ
ま
り
こ
の

時
期
は
、
北
条
氏
の
権
力
の
確
立
過
程
に
あ
り
、
政
治
的
に
は
幕
府
の
成
長
期
・
確
立
期
と
い
え
る
。
同
時
に
都
市
鎌
倉
に
と
っ
て
の
成
長
・
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発
展
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
都
市
成
長
の
端
緒
と
な
る
の
が
宇
津
宮
二
子
へ
の
幕
府
の
移
転
で
あ
る
。
宇
津
宮
辻
子
幕
府
の
位
置
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

一
致
し
た
結
論
が
出
て
い
な
い
。
同
様
に
、
嘉
禎
二
年
（
＝
「
三
六
）
に
移
転
し
た
若
宮
大
路
幕
府
に
つ
い
て
も
、
二
説
が
あ
る
。
正
確
な
比
定

地
が
ど
こ
で
あ
れ
、
六
浦
道
と
い
う
東
西
軸
上
の
谷
の
中
か
ら
若
宮
大
路
と
い
う
南
北
軸
上
の
平
野
部
へ
、
政
治
の
中
心
が
移
動
し
て
き
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

　
図
4
よ
り
、
幕
府
の
移
転
に
伴
い
大
倉
に
密
集
し
て
い
た
御
家
人
の
宿
館
が
、
大
倉
に
残
る
も
の
も
あ
る
も
の
の
、
多
く
が
若
宮
大
路
東
側

の
幕
府
周
辺
に
新
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
同
時
に
、
鎌
倉
全
体
に
散
在
す
る
と
い
う
傾
向
も
み
て
と
れ
る
。
例
え
ば
、
前
節
で
あ

げ
た
二
階
堂
氏
・
三
善
氏
・
安
達
氏
は
ひ
き
つ
づ
き
谷
の
中
や
入
口
に
邸
宅
を
構
え
て
い
る
。
北
条
氏
は
、
幕
府
の
近
隣
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

一
族
を
鎌
倉
の
地
形
的
な
境
界
に
配
し
、
対
外
的
な
攻
撃
に
備
え
た
。
例
え
ば
、
名
越
の
切
通
し
は
大
切
岸
を
備
え
た
特
に
厳
重
な
切
通
し
で

あ
る
が
、
そ
の
鎌
倉
側
の
入
口
付
近
に
は
代
々
名
越
氏
と
称
ざ
れ
る
北
条
時
章
・
朝
時
の
一
族
を
配
し
て
（
◎
3
4
）
、
三
浦
半
農
を
本
拠
と
す
る

最
大
の
政
敵
の
三
浦
氏
を
警
戒
し
て
い
た
。
さ
ら
に
第
W
期
に
な
る
と
、
七
代
執
権
政
村
の
別
業
が
常
盤
に
（
図
5
◎
5
6
）
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
そ
れ
ら
は
谷
の
奥
や
山
際
に
位
置
す
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
第
W
期
の
町
屋
の
位
置
を
考
え
る
と
、
平
野
部
の
中
心
に
商
業
機
能

が
存
在
し
て
い
た
と
は
認
め
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
時
期
か
ら
の
「
谷
立
地
傾
向
」
は
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
存
在
意
義
を
も
っ
て

な
お
生
き
続
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
前
時
期
か
ら
の
空
間
構
造
を
残
存
さ
せ
つ
つ
、
第
死
期
に
は
若
宮
大
路
と
い
う
南
北
軸
が
都
市

の
基
軸
と
し
て
機
能
し
始
め
た
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
図
4
よ
り
、
新
し
く
建
造
さ
れ
た
寺
院
の
立
地
を
み
る
と
、
影
干
の
建
立
し
た
釈
迦
堂
（
圏
3
）
や
義
時
の
法
華
堂
（
翻
4
）
、
頼
家
の

御
願
寺
で
あ
る
五
大
堂
（
圏
2
）
と
い
っ
た
幕
府
に
関
係
の
深
い
寺
院
は
谷
立
地
傾
向
を
示
す
。
そ
の
一
方
、
光
明
寺
（
図
9
）
や
実
相
寺
（
図
7
）

等
の
寺
は
、
寛
喜
四
年
（
｝
二
三
二
）
の
和
賀
江
島
築
造
に
よ
る
飯
島
地
区
の
発
達
に
よ
り
、
海
岸
部
に
作
ら
れ
て
お
り
、
寺
院
も
全
体
と
し
て

御
家
人
邸
の
立
地
と
同
様
の
動
き
を
確
認
で
き
る
。

64　（230）



中世鎌倉の都市空間構造（山村）
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4

第
W
期
若
宮
大
路
幕
府
時
代
後
期
（
図
5
）

66　（232）

　
こ
の
時
期
は
鎌
倉
の
円
熟
期
と
も
い
う
べ
き
時
期
で
あ
る
。
都
市
構
造
も
複
雑
で
多
機
能
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
都
市
機
能
や
居
住
の
密

度
も
高
く
な
る
。
中
で
も
商
業
は
、
貨
幣
経
済
の
浸
透
も
あ
っ
て
大
き
く
発
達
し
、
町
屋
と
呼
ば
れ
る
商
業
地
区
が
成
立
す
る
。
『
吾
妻
鏡
』

建
長
三
年
（
＝
一
五
一
）
十
二
月
三
日
条
に
「
鎌
倉
中
小
町
屋
之
事
被
定
置
処
々
。
大
町
　
小
町
　
米
町
　
亀
谷
辻
　
和
賀
江
　
大
倉
辻
　
気
和

飛
坂
山
上
」
、
そ
の
十
四
年
後
の
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
三
月
五
十
条
に
「
鎌
倉
中
空
止
散
在
町
屋
等
被
免
九
ヶ
所
。
（
中
略
）
町
御
免
所
之
事

煽
所
大
町
　
　
一
所
小
町
　
　
一
所
魚
町
　
　
一
所
穀
町
　
　
一
所
武
蔵
大
路
下
　
　
一
所
堅
地
賀
江
橋
　
　
一
所
大
倉
辻
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
具
体
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

町
屋
地
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
推
定
地
を
図
5
に
示
し
た
。

　
図
5
よ
り
全
体
の
都
市
形
態
を
み
て
み
る
。
御
家
人
邸
・
寺
社
は
、
若
宮
大
路
お
よ
び
小
町
大
路
等
の
南
北
路
沿
い
に
も
分
布
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
若
宮
大
路
と
い
う
南
北
の
都
市
の
基
軸
を
中
心
と
す
る
空
間
構
造
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し

か
し
同
時
に
、
御
家
人
邸
・
寺
社
は
前
時
期
に
引
き
続
き
谷
の
中
、
山
際
に
も
立
地
す
る
。
東
西
の
二
本
の
基
軸
、
六
浦
道
と
大
町
大
路
の
う

ち
、
大
町
大
路
沿
い
の
特
に
切
通
し
の
内
側
の
名
越
と
長
谷
に
も
寺
社
や
御
家
人
邸
が
多
く
新
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
極
楽
寺
切
通
し
が

開
削
さ
れ
、
南
の
東
西
道
が
足
場
の
悪
い
稲
村
ケ
崎
を
通
ら
な
い
で
す
む
よ
う
に
な
っ
て
交
通
路
と
し
て
重
要
度
を
増
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
沿
っ
て
大
町
・
小
町
・
魚
町
と
い
っ
た
商
業
地
も
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
六
浦
道
沿
い
の
巨
福
呂
坂
の
外
で

あ
る
山
内
に
も
、
新
し
く
幕
府
の
保
護
し
た
禅
寺
が
立
ち
並
ぶ
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
全
体
と
し
て
寺
社
が
増
え
、
谷
の
中
、
山
際
、
さ
ら
に
は

平
野
部
へ
と
進
出
し
て
き
て
い
る
。

5

第
V
期
　
鎌
倉
府
時
代
（
図
6
）

鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
し
て
も
、
寺
社
は
前
時
期
と
同
位
置
に
引
き
続
き
立
地
し
て
い
た
が
、
政
治
施
設
や
武
士
の
邸
宅
は
鎌
倉
時
代
と
は
大
き
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く
異
な
る
所
に
新
設
さ
れ
る
。
ま
ず
、
政
治
的
中
心
と
な
る
関
東
公
方
の
住
む
鎌
倉
府
の
御
所
は
、
滑
川
上
流
の
谷
の
中
（
㊤
1
）
に
移
る
。
関

東
管
領
の
上
杉
氏
は
、
山
内
上
杉
氏
（
⑬
！
2
）
・
犬
懸
上
杉
氏
（
⑫
4
）
・
扇
ケ
谷
上
杉
氏
（
①
1
0
）
・
宅
間
上
杉
氏
（
⑫
3
）
に
分
流
し
、
各
女
そ
の

名
の
地
に
本
拠
を
構
え
る
。
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
で
あ
っ
た
二
階
堂
氏
や
三
善
氏
は
鎌
倉
府
で
も
重
用
さ
れ
、
邸
宅
も
そ
の
ま
ま
谷
の
奥
に
残

る
。
こ
れ
ら
は
み
な
北
側
の
谷
の
中
で
あ
る
。
即
ち
都
市
の
中
心
は
六
浦
道
沿
い
の
北
部
山
あ
い
の
谷
、
特
に
滑
川
上
流
部
に
移
っ
た
と
い
え

⑯る
。
都
市
と
し
て
発
達
し
て
い
た
平
野
部
に
関
し
て
は
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
攻
め
に
よ
る
都
市
の

荒
廃
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
都
市
民
が
全
く
い
な
く
な
っ
た
訳
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
若
宮
大
路
周
辺
の
武
士
の
邸
宅
や
公
的

区
画
が
消
失
し
、
商
工
業
地
区
は
さ
ら
に
中
心
へ
と
拡
大
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
発
掘
か
ら
も
、
切
石
を
伴
う
竪
穴
の
町
中
へ
の
進
出
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

側
溝
の
埋
没
、
道
路
へ
の
建
物
の
張
り
出
し
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
平
野
部
に
は
、
浜
地
か
ら
さ
ら
に
若
宮
大
路
一

帯
ま
で
商
工
業
地
区
が
展
開
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
都
市
と
し
て
の
繁
栄
は
十
四
世
紀
一
杯
ま
で
は
続
く
が
、
そ
の
後
永
享
の
選
点
の
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

五
世
紀
に
な
る
と
考
古
学
的
調
査
に
よ
れ
ば
建
物
が
農
村
的
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
人
口
は
大
幅
に
減
少
し
、
都
市
と
し
て
の
中

心
性
を
欠
き
、
鎌
倉
の
都
市
的
性
格
は
薄
ま
っ
て
い
く
と
い
え
る
。

　
①
な
お
、
第
亙
期
と
第
皿
期
の
区
分
は
従
来
仁
治
元
年
（
＝
一
四
〇
）
と
さ
れ
て
　
　
③
『
蕃
』
治
承
四
年
（
一
一
八
○
）
十
月
六
日
条
。

　
　
ぎ
た
（
『
国
史
大
辞
典
』
三
「
鎌
倉
」
の
項
　
吉
川
弘
文
十
一
九
八
一
一
　
五
三
九
　
　
　
　
④
　
『
吾
』
治
承
四
年
十
二
月
十
二
口
条
。

　
　
頁
）
が
、
本
稿
で
は
松
尾
剛
次
氏
の
見
解
（
一
章
⑨
c
五
八
～
六
〇
、
六
八
～
九
　
　
　
　
⑤
　
　
『
吾
』
治
承
四
年
十
月
十
二
日
条
。

　
　
○
頁
）
に
し
た
が
っ
て
、
政
権
の
移
動
す
る
宇
津
宮
辻
子
幕
府
の
移
転
を
区
切
り
　

⑥
『
斑
葉
』
寿
永
二
年
（
「
一
八
二
）
閏
十
月
二
十
五
碍
・
同
年
十
「
月
二
日
条

　
　
と
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
九
条
義
実
は
「
鎌
倉
城
」
の
表
現
を
使
っ
て
い
る
。

　
②
　
比
定
に
際
し
次
の
文
献
が
参
考
に
な
っ
た
。
『
鎌
倉
市
史
・
社
寺
編
』
a
『
問
　
　
　
　
⑦
　
『
吾
』
治
承
四
年
十
月
七
日
条
。
ま
た
、
『
習
』
治
承
四
年
九
月
九
日
条
に
、

・
総
説
編
』
吉
川
弘
文
館
一
九
五
九
。
貫
達
人
「
北
条
氏
亭
祉
考
」
金
沢
文
庫
研

究
紀
要
八
一
九
七
一
。
『
全
訳
吾
妻
鏡
』
一
～
五
、
別
巻
新
人
物
往
来
社
一
九

七
七
。
貫
達
人
・
川
副
武
胤
『
鎌
倉
廃
寺
事
典
』
有
隣
堂
一
九
八
○
。
一
章
③
紘
。

一
章
③
c
。
白
井
栄
二
編
『
鎌
倉
纂
典
騙
東
京
提
出
版
一
九
九
二
。
京
都
大
学
文

学
部
地
理
学
教
室
蔵
　
須
原
屋
茂
平
板
『
鎌
倉
絵
図
臨
安
政
三
年
作
成
。

　
当
時
頼
朝
の
い
た
安
房
国
は
鎌
倉
と
違
っ
て
「
要
害
」
の
地
で
も
「
御
襲
跡
」
の

　
地
で
も
な
い
の
で
早
く
鎌
倉
に
入
る
べ
き
だ
と
の
千
葉
常
胤
の
発
言
が
あ
る
。

⑧
　
『
向
州
柄
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
譲
』
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
一
九
八
五
。

⑨
　
　
『
鍮
ヶ
谷
遺
跡
』
鱗
ヶ
谷
北
遺
跡
発
掘
調
査
団
一
九
八
三
。

⑩
天
平
七
年
（
七
三
五
）
閏
十
一
月
に
作
成
さ
れ
た
『
正
倉
院
文
勢
』
。
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⑪
　
　
「
鎌
倉
郷
」
の
項
に
記
載
。
『
和
名
類
聚
抄
』
は
平
安
時
代
中
頃
に
成
立
。

⑫
現
在
の
鶴
岡
八
幡
宮
の
南
側
に
「
筋
替
玉
」
の
地
名
が
残
る
が
、
こ
れ
は
八
幡

　
宮
が
移
転
さ
れ
る
以
前
に
図
1
の
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
義
朝
邸
へ
向
か
っ
て
い
た
で

　
あ
ろ
う
六
浦
道
が
、
八
幡
宮
の
建
設
に
よ
り
分
断
ざ
れ
ず
れ
が
生
じ
た
と
い
う
こ

　
と
を
示
す
地
名
で
あ
ろ
う
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
　
一
章
④
二
十
頁
。

⑬
三
二
③
f
十
四
頁
。

⑭
斎
木
秀
雄
「
鎌
倉
の
地
形
を
復
原
す
る
」
】
章
③
a
。

⑮
　
『
国
指
定
史
跡
若
宮
大
路
発
掘
調
査
報
告
書
』
W
・
V
・
W
・
孤
若
宮
大
路

　
遺
跡
発
掘
調
査
団
一
九
山
九
～
一
九
九
三
。

⑯
清
水
菜
穂
「
中
世
鎌
倉
の
基
本
層
序
」
一
章
③
b
。

⑰
こ
の
道
を
古
東
海
道
と
す
る
指
摘
も
あ
る
が
、
武
蔵
国
が
東
海
道
に
編
入
さ
れ

　
て
か
ら
の
三
浦
・
房
総
半
島
へ
向
か
う
東
海
道
の
支
線
と
い
う
方
が
可
能
性
と
し

　
て
高
い
。
藤
岡
謙
二
郎
編
『
古
代
日
本
の
交
通
路
1
』
大
腸
堂
一
九
七
八
　
一
五

　
八
頁
。

⑱
馬
淵
和
雄
氏
は
も
う
｝
本
の
衛
北
道
、
杉
本
寺
前
か
ら
犬
懸
坂
を
経
て
名
越
へ

　
抜
け
る
道
（
図
1
参
照
）
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
一
章
④
二
十
一
頁
。

⑲
『
吾
』
治
承
脳
年
十
二
月
十
二
研
条
。
「
加
之
家
屋
並
蔓
。
門
葬
帳
軒
云
々
。
」

⑳
『
吾
』
治
承
四
年
十
二
月
十
二
直
管
。

⑳
　
　
『
吾
』
養
和
元
年
七
月
八
日
条
。

＠
　
本
稿
で
使
用
し
た
雪
ノ
下
村
・
材
木
十
村
・
大
町
村
の
地
籍
図
は
、
鎌
倉
国
宝

　
館
蔵
・
京
都
大
学
文
学
部
金
田
章
裕
教
授
撮
影
の
写
真
で
あ
る
。

㊧
幕
府
の
位
置
に
関
し
て
は
『
鎌
倉
市
史
』
が
比
定
案
（
図
3
参
照
）
を
提
示
し

　
て
お
り
、
（
前
掲
②
a
＝
ハ
一
～
｝
六
四
頁
。
）
松
尾
氏
の
研
究
も
こ
れ
を
踏
襲
し

　
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
範
囲
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
（
一
章
⑨
c
三
七
～
四
〇

　
頁
。
）
そ
こ
で
、
今
ま
で
全
く
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
明
治
期
の
雪
ノ
下
村
の

　
地
籍
図
（
園
3
）
を
新
た
に
検
討
し
、
大
倉
幕
府
の
範
囲
を
再
考
し
た
。
こ
れ
よ

　
り
蕪
御
門
川
に
沿
っ
て
細
長
い
水
国
が
の
び
本
稿
比
定
地
の
北
辺
と
西
辺
を
囲
ん

　
で
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
比
定
地
の
東
南
角
村
近
で
七
世
紀

　
頃
の
輻
六
メ
ー
ト
ル
・
深
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
の
人
工
の
も
の
と
思
わ
れ
る
大
き
な
溝

　
が
発
掘
さ
れ
（
『
大
倉
幕
府
周
辺
遺
跡
群
』
大
倉
幕
府
周
辺
遺
跡
群
発
掘
調
査
団

　
一
九
九
〇
）
、
こ
れ
が
東
御
門
州
の
旧
河
道
あ
る
い
は
堀
と
す
れ
ば
、
大
倉
幕
府
造

　
営
の
前
後
に
土
地
を
区
画
す
る
境
界
線
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え

　
る
。
よ
っ
て
、
図
3
の
水
田
も
幕
府
の
外
郭
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

⑳
『
吾
』
治
承
四
年
十
二
月
十
二
日
条
。
「
前
武
衛
「
将
軍
」
新
造
御
亭
有
御
移

徒
量
器
。
（
中
略
）
二
三
罎
之
後
御
供
輩
参
侍
所
献
。
」

⑮
　
　
『
吾
』
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
四
月
十
四
日
条
「
政
所
震
露
。
雷
落
子
因
幡

　
前
司
慶
元
陵
之
上
。
」
か
ら
は
大
江
広
元
邸
内
に
政
所
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
に

　
解
釈
で
き
る
。
　
『
吾
』
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
二
月
十
四
日
条
「
将
軍
家
政
所

　
焼
亡
。
失
火
云
々
。
嫌
内
残
一
宇
者
云
々
。
」
か
ら
は
将
軍
の
居
擁
す
る
御
所
内
に

　
存
在
し
て
い
た
と
も
と
れ
る
。
し
か
し
寛
元
二
年
（
一
一
西
四
）
十
二
月
二
十
六

　
日
条
「
武
州
弁
北
条
左
親
衛
等
第
依
失
火
災
。
余
焔
飛
行
。
政
所
焼
亡
云
々
。
」

　
と
あ
り
、
政
所
が
小
晦
の
北
条
津
軽
（
図
2
③
3
4
ま
た
は
◎
2
5
）
の
近
辺
に
あ
り
、

　
ま
た
幕
府
の
建
物
に
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
既
に
幕
府
郭
内
に
は
な

　
く
、
図
4
に
示
す
位
醗
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
発
掘
か
ら
も
側
溝
の
内

　
側
に
土
塁
が
検
出
さ
れ
、
公
的
機
関
の
存
在
が
窺
え
る
。
『
政
所
跡
』
政
所
凸
凹

　
掘
調
査
団
一
九
九
一
。

⑳
　
　
『
五
照
』
一
嵩
暦
一
箪
年
（
一
　
一
八
｛
ハ
）
十
n
月
二
十
日
条
。
　
「
依
点
御
亭
東
面
願
二
ヶ

　
問
。
為
其
所
。
号
問
注
所
。
」
『
同
』
建
久
十
年
四
月
一
臼
条
。
「
被
建
問
注
所
於

　
当
外
。
（
申
略
）
是
故
将
軍
御
漏
、
営
中
点
一
所
。
（
中
略
）
以
善
信
家
為
其
所
。

　
今
又
被
新
造
別
敬
云
々
。
」

⑳
　
『
吾
』
弘
長
元
年
三
月
十
三
日
条
。
「
政
所
之
籔
内
失
火
。
臨
屋
。
公
文
所
。

　
静
注
屋
炎
上
。
」

⑱
　
　
一
章
③
f
五
七
～
五
堅
調
。

⑲
　
一
章
⑨
c
三
六
～
三
八
頁
。
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⑳
　
石
井
進
民
が
、
前
章
で
述
べ
た
都
市
基
軸
の
転
換
に
魅
す
る
研
究
の
中
で
指
摘

　
し
て
い
る
。

⑳
斎
木
秀
雄
「
都
市
域
の
変
化
と
若
宮
大
路
」
前
掲
⑯
『
若
宮
大
路
発
掘
調
査
報

　
告
書
』
W
　
二
十
三
頁
。

⑫
　
宇
津
宮
弾
子
幕
府
の
位
置
比
定
に
関
し
て
は
『
鎌
倉
市
史
・
総
説
編
』
の
説
と

　
松
尾
剛
次
氏
の
説
の
二
説
が
あ
る
（
前
掲
②
a
一
六
七
～
一
七
二
頁
。
一
章
⑨
c

　
四
五
～
五
七
頁
。
）
。
『
吾
』
の
文
献
解
釈
と
し
て
は
『
市
史
』
説
よ
り
松
尾
説
が

　
自
然
で
あ
る
と
考
え
、
松
尾
説
を
採
周
し
図
4
中
に
点
線
で
記
入
し
た
。

⑳
　
若
宮
大
路
幕
府
の
位
置
比
定
に
関
し
て
も
宇
津
宮
辻
子
幕
府
と
同
一
敷
地
内
に

　
あ
っ
た
と
す
る
『
布
史
』
説
と
、
両
幕
府
が
別
区
画
に
あ
っ
た
と
す
る
松
尾
説
の

　
こ
説
が
あ
る
（
前
掲
②
a
一
六
九
～
一
七
一
頁
。
一
章
⑨
c
五
…
～
五
五
、
六
三

　
～
六
六
頁
。
）
。
本
稿
で
は
文
献
解
釈
と
し
て
別
区
圃
説
を
妥
当
と
考
え
、
図
4
中

　
に
点
線
で
示
し
た
。

⑳
　
図
5
の
町
屋
は
『
市
史
』
及
び
石
井
進
氏
の
見
解
を
採
用
し
て
位
澱
比
定
し
た
。

　
（
前
掲
②
a
二
五
六
～
ご
九
二
頁
。
　
一
章
⑧
a
三
八
頁
。
）

⑳
　
舟
運
が
盛
ん
と
な
り
、
和
賀
江
島
よ
り
自
然
条
件
の
よ
い
外
港
六
浦
の
重
要
性

　
が
再
び
増
し
、
六
浦
道
の
需
要
が
高
ま
っ
た
た
め
、
そ
し
て
鎌
倉
府
の
実
力
が
鎌

　
倉
幕
府
と
比
べ
て
乏
し
か
っ
た
の
で
、
防
御
に
便
利
な
山
間
部
の
谷
の
奥
に
本
拠

　
を
お
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る
（
山
田
邦
明
「
室
町
時
代
の
鎌
倉
」
『
都
市
の
中
世
』

　
吉
川
弘
文
二
一
九
九
一
一
）
。

⑳
　
一
章
③
e
九
一
頁
。

⑰
　
一
章
⑧
e
九
二
頁
。
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三
　
空
間
構
造
と
そ
の
変
遷

1

都
市
計
画
説
の
再
検
討

　
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
空
間
講
造
は
、
石
井
氏
の
菓
西
か
ら
南
北
へ
の
都
市
軸
の
転
換
に
関
す
る
論
に
基
本
的
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
す
れ
ば
馬
淵
・
大
三
輪
両
茂
が
前
提
と
す
る
、
鶴
岡
八
幡
宮
と
若
宮
大
路
を
中
心
と
す
る
空
間
構
造
は
、
都
布
鎌
倉
の
成
立
時
か
ら
存
在
し

て
い
た
と
は
雷
い
難
い
。
よ
っ
て
も
う
一
方
の
前
提
で
あ
る
都
市
計
画
に
大
き
な
意
味
を
求
め
る
べ
き
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
視
点
よ
り
、
本
節
で
は
第
一
章
で
紹
介
し
た
馬
淵
罠
と
大
三
輪
茂
の
都
市
計
画
説
を
再
検
討
す
る
。
ま
ず
、
馬
淵
和
雄
氏
に
よ
る
平
安
京

的
都
市
計
画
案
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
頼
朝
に
よ
る
都
市
計
画
が
存
在
し
、
そ
れ
は
平
安
京
造
営
計
画
を
模
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
頼
朝
は
本
当
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
点
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
頼
朝
の
見
た
平
安
時
代
宋
期
の
京
都
は
ど
ん
な
形
態
を
し
て
い
た
の
か
が
一
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
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る
。
平
安
時
代
を
通
じ
て
右
京
が
荒
廃
し
左
京
が
発
展
し
て
、
都
市
は
鴨
川
を
越
え
て
東
に
拡
大
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
頼
朝
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

同
時
代
の
院
政
期
か
ら
平
氏
政
権
下
の
短
い
期
間
、
即
ち
平
安
末
期
の
京
都
は
、
本
来
の
平
安
京
外
へ
政
治
の
中
心
が
移
動
し
、
複
数
の
地
域

が
拠
点
的
に
都
市
と
し
て
発
達
し
、
複
合
的
な
景
観
を
み
せ
る
。
白
河
は
院
政
期
の
政
治
的
中
心
と
な
り
、
白
河
に
直
結
す
る
東
西
道
の
二
条

大
路
は
延
長
さ
れ
東
西
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
な
る
。
朱
雀
大
路
の
南
の
延
長
で
あ
る
鳥
羽
の
作
道
の
終
点
、
鳥
羽
も
平
安
京
の
外
港
の
役

割
を
担
い
発
展
す
る
。
ま
た
、
後
白
河
上
皇
は
鴨
菓
の
七
条
周
辺
に
院
の
御
所
を
営
み
、
平
氏
は
六
波
羅
お
よ
び
西
八
条
を
本
拠
地
と
し
た
。

　
す
る
と
、
馬
淵
民
の
「
大
内
裏
か
ら
朱
雀
大
路
が
巨
再
思
へ
向
か
っ
て
伸
び
、
大
内
裏
の
東
（
左
京
）
に
は
官
衙
町
が
、
さ
ら
に
そ
の
東
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

白
河
「
御
所
」
が
あ
る
。
」
と
い
う
「
王
朝
国
家
期
の
平
安
京
」
に
無
理
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
よ
う
に
白
河
御
所
が
存
在
す
る
時
に

は
、
官
衙
町
は
確
か
に
か
つ
て
の
大
内
裏
の
束
に
位
麗
し
て
い
た
も
の
の
、
実
質
的
な
「
官
衙
町
」
は
院
の
近
臣
が
詰
め
る
白
河
に
、
天
皇
の

住
む
内
裏
も
左
京
の
土
御
門
殿
等
に
移
っ
て
い
た
。
頼
朝
の
見
知
っ
た
で
あ
ろ
う
京
都
は
古
代
都
城
と
し
て
の
平
安
京
で
も
な
け
れ
ば
、
馬
淵

氏
の
い
う
「
王
朝
国
家
期
の
平
安
京
」
で
も
な
く
、
平
安
京
が
大
き
く
変
容
し
た
京
都
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
頼
朝
が
現
実
に
体
験
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
頼
朝
が
構
想
の
上
で
古
代
都
城
的
な
都
市
づ
く
り
を
考
え
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

で
は
、
実
際
に
鎌
倉
は
京
都
を
倣
っ
た
都
市
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
馬
淵
氏
は
若
宮
大
路
と
鶴
岡
八
幡
宮
と
い
う
二
つ
の
設

営
を
京
都
を
摸
倣
し
た
都
市
計
画
の
中
心
事
業
と
と
ら
え
る
が
、
そ
れ
で
積
極
的
に
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
い
。

　
ま
ず
、
若
宮
大
路
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
な
鎌
倉
の
都
市
化
を
考
え
る
と
、
若
宮
大
路
の
市
街
地
化
は
第
皿
期
か
ら

で
あ
り
、
頼
朝
の
生
前
に
は
実
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
『
吾
妻
鏡
』
に
も
都
市
計
画
の
構
想
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
若
宮
大
路
は
画
壇
期
に
な
っ
て
都
市
の
基
軸
と
は
な
る
が
、
古
代
の
朱
雀
大
路
の
も
つ
都
市
計
画
の
基
準
線
と
し
て
の
役
割
は
有
し

て
い
な
か
っ
た
し
、
た
と
え
若
宮
大
路
を
中
心
と
す
る
都
市
計
画
が
あ
っ
た
と
し
て
も
頼
朝
は
実
施
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

宮
大
路
は
『
吾
妻
鏡
』
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
詣
往
道
」
即
ち
単
に
鶴
岡
八
幡
宮
の
参
道
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
第
1
・
H
期
に
は

南
の
浜
堤
上
を
通
る
東
西
道
は
六
浦
道
と
同
様
に
基
軸
と
し
て
重
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
道
か
ら
の
参
道
が
若
宮
大
路
な
の
で
あ
る
。
若
宮
大
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　　　　図7　街路パターン・発掘結果と地割想定案
地割想定案は本文注一章⑤b48頁記載の地割想定図。溝は，本文

注一一章⑩a49頁と一章⑩b86頁より引用。
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⑤

路
と
浜
堤
上
の
東
西
道
と
の
交
差
点
に
当
時
の
浜
の
大
鳥
居
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
こ
の
傍
証
と
な
る
。
つ
ま
り
浜
の
大
鳥
居
の
存

在
は
、
こ
の
地
点
よ
り
北
の
若
宮
大
路
が
参
詣
道
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
若
宮
大
路
周
辺
の
溝

の
流
れ
の
方
向
を
調
べ
る
と
、
鎌
倉
時
代
前
半
に
お
い
て
は
大
路
か
ら
両
側
、
即
ち
菓
西
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
図
7
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
れ
よ
り
若
宮
大
路
の
位
置
が
も
と
も
と
は
微
高
地
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
若
宮
大
路
の
位
置
選
定
も
馬
淵
氏
の
提
示
す
る
よ
う
な
仮
説
に
基

づ
い
て
決
定
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
参
道
と
し
て
適
し
た
水
は
け
の
良
い
唐
心
地
上
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
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造
営
の
際
盛
り
土
を
し
た
と
す
る
と
、
若
宮
大
路
は
都
市
の
基
準
線
と
し
て
の
機
能
よ
り
も
、
平
野
部
の
南
側
の
浜
堤
と
北
側
の
八
幡
宮
・
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

倉
周
辺
の
間
の
低
湿
地
を
南
北
に
し
め
き
る
こ
と
に
よ
る
大
路
西
側
平
野
部
の
乾
地
化
を
意
図
し
た
堤
防
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
鶴
岡
八
幡
宮
に
関
し
て
も
都
市
計
画
の
一
部
と
し
て
そ
の
位
置
が
決
定
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
当
時
の
主

要
街
道
で
あ
っ
た
六
浦
道
沿
い
に
源
氏
の
鎮
守
社
を
配
置
し
た
と
い
う
意
図
を
く
み
取
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
第
－
期
の
空
間
構
造
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
配
置
は
六
浦
道
に
面
す
る
こ
と
に
最
大
の
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
こ
と
は
い
ず
れ
も
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図8　地籍図からみた大町・材木座・雪ノ下村の街路パターン
　　　～の部分は地籍図未見

頼
朝
が
古
代
の
都
城
プ
ラ
ン

を
模
範
と
し
た
プ
ラ
ン
を
構

想
し
た
り
、
実
施
し
た
と
い

う
考
え
に
対
し
て
否
定
的
で

あ
る
。

　
次
に
大
三
輪
龍
彦
氏
に
よ

る
方
眼
状
地
割
案
を
再
検
討

す
る
。
こ
の
案
に
対
す
る
最

大
の
疑
問
点
は
ま
ず
第
一
に
、

現
在
に
お
い
て
も
明
治
時
代

の
地
籍
図
（
図
7
，
8
）
に
お

い
て
も
、
若
宮
大
路
を
越
え

て
東
西
に
貫
く
道
路
が
ほ
と

73　（239）



ん
ど
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
東
西
に
貫
通
し
て
か
つ
小
町
・
今
大
路
ま
で
至
っ
て
い
る
の
は
頼
朝
入
府
か
ら
の
主
要
道
で
あ
る
横
大
路
と

大
町
大
路
く
ら
い
で
、
他
の
道
は
若
宮
大
路
で
相
互
に
ず
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
若
宮
大
路
か
ら
東
西
に
そ
れ
ぞ
れ
の
び
て
い
て
も
、
小
町
・

今
大
路
ま
で
到
達
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
全
体
的
に
見
て
鎌
倉
の
街
路
パ
タ
ー
ン
は
不
規
則
で
あ
る
。
明
治
期
と
中
世
で
は
か
な
り
の
時
間
の

隔
た
り
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
間
に
鎌
倉
は
都
市
性
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、
こ
の
不
整
合
は
方
眼
状
地
割
が
実
際
に
は
施

行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
の
証
拠
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
発
掘
に
よ
っ
て
も
、
現
在
ま
で
大
三
輪
氏
の
想
定
図
の
推
定
道
路
と
合
致
す
る
道
路
や
溝
が
ほ
と
ん
ど
検
出
さ
れ
て
い
な
い
点
で

あ
る
（
図
7
）
。
さ
ら
に
十
三
世
紀
の
鎌
倉
時
代
前
・
中
期
の
溝
は
多
く
が
若
宮
大
路
に
斜
交
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
要
す
る
。
若
宮
大
路

に
直
行
な
い
し
平
行
す
る
溝
は
、
十
四
世
紀
頃
の
鎌
倉
後
期
の
も
の
に
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
若
宮
大
路
周
辺
に
限
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

こ
の
発
掘
結
果
を
大
厳
置
畳
で
は
説
明
で
き
な
い
。
馬
淵
氏
は
北
条
泰
時
の
時
に
街
区
が
方
眼
区
画
に
再
編
さ
れ
る
と
す
る
が
、
鎌
倉
に
は
古

代
的
条
坊
プ
ラ
ン
は
施
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
。

　
第
三
に
、
大
三
輪
氏
の
想
定
図
自
体
が
方
眼
を
鎌
倉
に
施
す
過
程
で
地
形
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
基
準
と
し
た
も
の
で
、
現
実
の
市
街
形
態
を

考
慮
し
た
も
の
で
は
な
い
。
大
三
輪
氏
自
身
、
こ
の
方
眼
状
地
割
案
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
に
と
ど
め
、
発
掘
調
査
で
存
在
を
裏
付
け
る
結
果

が
出
て
い
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
概
念
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
古
代
的
都
市
プ
ラ
ン
は

構
想
上
も
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
本
稿
で
は
そ
の
考
え
に
否
定
的
で
あ
る
。
鎌
倉
に
は
、
古
代
都
城
的
な
都
市
プ
ラ
ン
は
模
倣
・

実
施
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
条
坊
的
な
方
眼
状
地
割
も
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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2
　
街
路
の
成
立
と
辻
子

　
古
代
都
城
的
な
都
市
プ
ラ
ン
お
よ
び
条
坊
的
な
方
眼
状
地
割
の
存
在
が
否
定
さ
れ
る
と
、
で
は
鎌
倉
の
都
市
形
態
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
街
路
の
成
立
過
程
の
考
察
を
通
し
て
こ
の
課
題
を
検
討
し
た
い
。
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第
－
期
の
鎌
倉
は
南
北
二
本
の
東
西
道
に
沿
っ
て
施
設
が
点
在
し
、
谷
の
中
に
武
家
が
邸
宅
を
構
え
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
住
居
は
、
東
西

道
沿
い
の
山
際
の
神
社
付
近
や
小
さ
な
谷
お
よ
び
谷
周
辺
に
集
中
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
谷
と
谷
と
を
結
ぶ
交
通
路
が
必
要
と
な

る
。
そ
の
一
つ
が
谷
の
入
口
と
入
口
を
結
ぶ
平
野
部
の
山
際
の
道
で
あ
る
。
こ
れ
が
小
町
大
路
・
今
大
路
の
原
型
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
住
民
の
生
活
の
必
要
よ
り
生
じ
た
自
然
発
生
的
な
道
で
あ
る
。
小
町
・
今
大
路
の
正
確
な
位
置
も
成
立
時
期
も
確

定
で
き
な
い
が
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
計
画
的
地
割
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
現
在
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
位
置
に
頼
朝
入
府
以
前

か
ら
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
頼
朝
入
府
後
も
、
武
士
の
邸
宅
の
谷
立
地
傾
向
は
鎌
倉
に
お
け
る
御
家
人
の
増
加
に
伴
い
む
し
ろ
強
化

さ
れ
た
。
そ
し
て
武
士
の
邸
宅
を
結
ぶ
小
町
・
今
大
路
も
よ
り
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
重
要
度
を
増
し
た
と
み
ら
れ
る
。
即
ち
こ

の
二
本
の
南
北
道
は
新
設
さ
れ
た
若
宮
大
路
と
は
性
格
を
異
に
す
る
交
通
路
な
の
で
あ
る
。

　
谷
と
谷
を
結
ぶ
も
う
一
つ
の
交
通
路
は
、
隣
接
す
る
谷
の
奥
と
奥
を
切
通
し
的
に
開
い
て
結
ぶ
肉
道
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
釈

迦
堂
ケ
谷
と
名
越
谷
を
結
ぶ
釈
迦
堂
の
切
通
し
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
名
越
谷
の
奥
の
北
条
時
政
邸
と
大
倉
幕
府
を
結
ぶ
た
め
に
作
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
に
も
鎌
倉
内
の
谷
と
谷
を
結
ぶ
切
通
し
的
な
山
道
は
数
多
く
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
七
口
と
呼

ば
れ
る
化
粧
坂
切
通
し
・
名
越
切
通
し
・
亀
谷
切
通
し
等
と
は
性
格
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
内
の
谷
と
谷
を
結
ぶ
も
の
は
日
常
の
交
通

路
で
あ
り
、
切
通
し
的
で
は
あ
っ
て
も
そ
れ
程
大
が
か
り
な
整
備
は
不
要
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
谷
と
谷
を
結
ぶ
山
道
の
多
く
は

現
在
ま
で
残
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
例
外
的
に
現
存
す
る
釈
迦
堂
切
通
し
は
、
北
条
氏
と
大
倉
幕
府
を
結
ぶ
交
通
路
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

大
規
模
な
も
の
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
頼
朝
入
府
後
人
期
の
増
加
に
伴
い
、
平
野
部
に
も
新
し
く
街
路
が
生
じ
る
。
が
、
現
在
に
お
い
て
も
、
発
掘
に
お
い
て
も
、
若
宮
大
路
を
越

え
て
東
西
に
貫
通
す
る
道
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
な
ぜ
鎌
倉
の
中
心
部
に
く
い
ち
が
い
や
袋
小
路
の
道
が
生
じ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
文

献
に
現
れ
る
鎌
倉
の
「
辻
子
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
二
つ
の
問
い
は
、
平
野
部
に
お
け
る
都
市
形
態
の
成
立
を
解
明

す
る
上
で
の
重
要
な
問
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
「
辻
子
」
と
は
何
か
と
い
う
基
本
的
な
整
理
か
ら
始
め
た
い
。
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⑫

　
従
来
、
鎌
倉
研
究
の
中
で
調
子
は
「
小
路
よ
り
小
さ
い
道
」
「
通
り
抜
け
の
で
き
る
道
」
と
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
大
三
輪
氏
も
横
大
路
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

大
町
大
路
の
間
の
菓
西
方
向
の
道
路
を
町
鳶
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
従
来
の
諸
子
の
定
義
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
辻
子
の
定
義
は
、
坂
本
太

　
　
　
　
⑭

郎
氏
の
研
究
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
辻
子
に
関
し
て
の
研
究
は
様
々
に
な
さ
れ
た
が
、
調
子
を
そ
の
成
立
過
程
か
ら
考
証
し
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

論
づ
け
た
の
は
、
高
橋
康
夫
氏
と
足
利
健
亮
玩
の
一
連
の
馬
子
研
究
で
あ
っ
た
。
高
橋
氏
は
、
鼠
子
は
平
安
京
で
は
高
密
度
な
敷
地
利
用
と
し

て
の
新
街
区
の
開
発
や
都
市
再
開
発
に
お
い
て
発
生
し
、
鎌
倉
に
お
い
て
も
急
速
な
都
市
化
に
伴
い
開
発
さ
れ
た
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
足
利

氏
は
丁
子
を
「
単
に
道
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
町
（
家
並
み
）
・
寺
（
寺
並
み
）
・
大
邸
宅
等
が
、
そ
の
主
要
な
頬
（
簡
単
に
い
う
と
正
面
）
を
、

し
か
も
か
な
り
独
占
的
に
向
け
て
い
る
と
い
っ
た
道
以
外
の
も
の
に
つ
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
。
広
義
で
は
「
町
通
り
で
は
な

い
道
・
町
通
り
に
な
る
前
の
段
階
の
通
り
」
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
町
の
横
頬
が
辻
子
と
呼
ば
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
し
、
二
つ
の
町

を
結
ぶ
だ
け
の
辻
子
も
、
塀
と
塀
の
間
を
通
り
抜
け
る
辻
子
も
あ
り
、
ま
た
家
と
家
の
横
頬
を
割
っ
て
入
る
袋
小
路
の
弾
子
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
足
利
氏
の
量
子
の
定
義
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
鎌
倉
の
辻
子
は
ど
う
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
文
献
よ
り
鎌
倉
に
は
、
宇
津
宮
端
子
・
田

楽
辻
子
・
大
学
辻
子
・
究
師
勾
当
男
子
・
柳
魚
子
・
唐
笠
辻
子
の
六
つ
の
米
子
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
現
在
の
鎌
倉
に
は
辻
子
地
名
が

残
っ
て
い
な
い
上
に
、
『
吾
妻
鏡
』
と
『
北
条
九
代
記
』
以
外
の
文
献
に
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
。
特
に
四
辻
子
・
唐
笠
丁
子
に
関
し
て
は
、

位
置
に
関
し
て
の
記
載
が
な
く
、
他
の
辻
待
も
そ
の
正
確
な
位
置
を
知
り
得
な
い
。
し
か
し
、
宇
津
宮
辻
子
・
田
楽
辻
子
・
大
学
辛
子
・
律
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

勾
当
退
潮
に
つ
い
て
文
献
を
再
検
討
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
東
西
道
で
、
少
な
く
と
も
大
町
大
路
よ
り
北
側
で
横
大
路
よ
り
南
側
の
範
囲
内
に
あ

っ
た
と
い
う
共
通
条
件
が
見
つ
か
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
落
子
の
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
初
見
の
年
か
ら
考
え
て
、
宇
津
宮
辻
子
と
田

楽
初
子
は
宇
津
宮
辻
芸
へ
幕
府
が
移
転
す
る
以
前
か
ら
、
大
学
辻
子
と
児
師
勾
当
辻
子
は
遅
く
と
も
弘
長
三
年
（
二
鳥
媒
三
）
に
は
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
よ
り
、
辻
子
の
成
立
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
に
な
る
。
ま
ず
、
第
H
期
に
成
立
し
て
い
た
宇
津
宮
辻
子
と
田
楽
皇
子
に

関
し
て
検
討
す
る
。
大
倉
幕
府
時
代
に
、
若
宮
大
路
周
辺
に
何
が
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
第
∬
期
の
空
間
構
造
は
、
武
家
の
黒
血
と
寺
社
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の
複
合
体
で
あ
り
、
か
つ
第
－
期
か
ら
の
空
聞
構
造
を
受
け
継
い
で
い
る
と
す
る
と
、
こ
の
平
野
部
は
ま
だ
市
街
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
に
若
宮
大
路
と
い
う
幅
三
三
・
六
メ
ー
ト
ル
も
の
大
路
が
通
っ
て
い
る
た
め
、
若
宮
大
路
か
ら
小
町
・

今
大
路
に
連
絡
す
る
通
路
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
若
宮
大
路
か
ら
小
町
大
路
を
つ
な
ぐ
小
さ
な
道
、
こ
れ
が
七
子
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
こ
の
小
さ
な
道
に
、
京
都
か
ら
伝
わ
っ
た
「
思
子
」
と
い
う
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
極
論
を
い
う
と
、
田
畑
・
荒
地
の
畔

道
や
微
高
地
な
ど
を
蹄
襲
し
た
通
り
抜
け
る
た
め
だ
け
の
小
道
、
そ
の
よ
う
な
景
観
が
想
像
さ
れ
る
。

　
で
は
、
幕
府
が
若
宮
大
路
側
に
移
転
し
て
か
ら
成
立
し
た
愚
子
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
か
。
幕
府
の
移
転
に
と
も
な
い
武
家
の
邸
宅
・

宿
所
も
多
く
若
宮
大
路
側
に
新
設
さ
れ
る
。
方
眼
状
の
地
割
は
な
さ
れ
ず
、
発
掘
で
検
出
さ
れ
る
溝
も
こ
の
時
期
の
も
の
は
多
く
が
若
宮
大
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
斜
行
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
武
家
屋
敷
に
規
制
は
な
く
全
体
的
に
不
規
則
な
形
態
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
若
宮
大
路
の

両
側
で
は
様
々
な
幅
の
御
家
人
邸
が
立
ち
並
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
と
す
る
と
、
若
宮
大
路
か
ら
小
町
・
今
大
路
に
連
絡
す
る
に
は
、
そ
の
不
規

剛
な
屋
敷
と
屋
敷
の
間
を
ぬ
っ
て
通
り
抜
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
こ
の
裏
道
的
な
小
さ
な
道
は
、
若
宮
大
路
で
斜
行
し
た
り
く

い
ち
が
い
を
み
せ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
若
宮
大
路
に
面
さ
な
い
奥
の
屋
敷
へ
行
く
だ
け
の
道
は
小
町
・
今
大
路
ま
で
到
達
す
る
こ
と
な
く
、

袋
小
路
に
な
っ
た
り
途
中
で
方
向
を
変
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
発
掘
で
も
、
屋
敷
に
沿
っ
て
直
角
に
曲
が
っ
た
り
、
緩
く
カ
ー
ブ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
裏
小
路
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
地
籍
図
か
ら
検
出
し
た
街
路
パ
タ
ー
ン
（
図
7
・
8
）
で
も
そ
れ
は
見
て
と
れ
る
。
第
皿
期
以
降
に
は
若
宮
大

路
周
辺
に
は
次
第
に
武
家
屋
敷
が
密
集
し
て
き
た
こ
と
、
第
W
期
の
町
屋
は
中
心
か
ら
離
れ
た
坂
や
辻
・
浜
地
周
辺
に
立
地
し
て
い
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
通
り
抜
け
、
あ
る
い
は
屋
敷
に
行
く
だ
け
の
道
に
沿
っ
て
「
町
」
が
で
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の

「
町
通
り
で
は
な
い
道
」
こ
そ
が
面
子
で
あ
り
、
「
二
つ
の
大
路
を
結
ぶ
だ
け
の
懸
子
も
あ
れ
ば
、
塀
と
塀
の
問
を
通
り
抜
け
る
辻
子
も
あ
り
、

家
と
家
の
影
響
を
割
っ
て
入
る
辻
子
」
も
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
先
に
述
べ
た
四
つ
の
辻
子
が
、
図
3
・
4
に
よ
る
と
武
家
屋
敷
の
集
中
し

て
い
る
大
町
大
路
か
ら
横
大
路
の
間
に
あ
っ
た
の
も
こ
の
考
え
と
合
致
す
る
。
な
お
、
発
掘
結
果
よ
り
、
若
宮
大
路
に
面
し
た
武
家
屋
敷
は
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

府
と
北
条
泰
時
邸
を
例
外
と
し
て
、
若
宮
大
路
に
門
を
開
け
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
袋
子
に
門
を
開
け
て
い
た
と
い
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う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
事
実
も
、
辻
子
H
「
町
通
り
で
は
な
い
道
」
と
す
る
定
義
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
後
前
節
で
ふ
れ
た

よ
う
に
、
十
四
・
五
世
紀
に
な
っ
て
若
宮
大
路
の
近
く
で
は
溝
が
直
行
・
平
行
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
ま
だ
そ
の
奥
の
区
画
で
は
方
向
に
統
一

性
が
な
い
。
若
宮
大
路
に
側
溝
が
で
き
、
周
辺
で
は
道
の
整
備
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
あ
り
、
な
お
瓶

子
は
残
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
里
子
が
今
β
ま
で
地
名
を
残
し
て
い
な
い
の
は
鎌
倉
が
一
度
市
街
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
通
り
抜
け
の
た
め
の
道
が
通
り
抜
け
と
し
て
も
使
わ
れ
な
く
な
り
、
名
称
を
付
す
必
要
性
す
ら
失
っ
た
と
考
え
る
。

　
鎌
倉
に
お
け
る
双
子
は
、
京
都
で
の
辻
子
の
よ
う
な
都
市
の
再
開
発
の
概
念
と
い
う
よ
り
も
、
町
の
発
生
以
前
の
都
市
成
立
過
程
の
概
念
で

あ
り
、
高
橋
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
都
市
化
に
よ
り
生
じ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
足
利
氏
も
平
安
京
に
お
い
て
四
面
町
発
生
以
前
に
は
辻
子
は
「
大

路
・
小
路
に
対
す
る
小
径
、
大
路
・
小
路
で
な
い
京
内
の
小
径
」
で
あ
り
、
大
路
・
小
路
の
町
通
り
へ
の
「
転
回
」
に
応
じ
て
辻
子
の
語
義
も

変
わ
っ
た
と
説
明
し
、
都
市
成
立
過
程
の
辻
子
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
従
来
の
呼
子
の
と
ら
え
方
で
も
間
違
っ
て
は
い
な
い
が
、
辻
子
と
い

う
名
称
は
単
な
る
通
り
抜
け
の
で
き
る
小
路
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
都
市
鎌
倉
の
成
立
過
程
を
と
も
な
っ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘

し
た
い
。
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3

空
間
構
造
・
都
市
景
観
の
変
容

　
頼
朝
入
府
以
前
の
鎌
倉
に
は
一
定
の
集
落
が
存
在
し
、
六
浦
道
と
南
の
浜
堤
上
を
通
る
道
の
二
本
が
東
西
に
延
び
交
通
と
屋
敷
配
置
の
基
軸

と
な
っ
て
い
た
。
集
落
は
二
本
の
道
路
沿
い
、
特
に
道
路
に
沿
っ
た
谷
の
中
や
山
際
に
分
布
し
て
い
た
。
し
か
し
馬
淵
和
雄
氏
が
述
べ
る
よ
う

に
「
す
で
に
十
二
世
紀
初
頭
の
鎌
倉
に
は
、
こ
れ
ら
御
霊
社
（
八
雲
神
社
（
図
1
☆
2
）
）
・
荏
鷲
鼻
神
社
（
同
☆
1
）
・
御
霊
神
社
（
同
☆
4
）
・
佐
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

稲
荷
（
同
☆
6
）
に
境
界
を
守
ら
れ
る
よ
う
な
集
住
形
態
が
形
成
さ
れ
て
い
た
」
と
み
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
第
正
期
で
み
た
よ
う
に
、
平

野
部
・
谷
内
部
全
域
を
覆
う
よ
う
な
集
住
形
態
で
は
な
く
、
二
本
の
東
西
道
を
軸
に
、
し
か
も
寺
粒
を
中
心
に
点
在
す
る
形
で
集
落
は
存
在
し

　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
都
市
機
能
の
集
積
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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頼
朝
は
義
朝
の
「
御
襲
爵
」
で
あ
っ
た
た
め
鎌
倉
を
選
ん
だ
。
そ
こ
に
は
代
女
源
氏
の
地
盤
で
あ
っ
た
鎌
倉
に
居
を
構
え
る
こ
と
で
源
氏
の

棟
梁
と
し
て
の
地
位
・
権
力
を
継
承
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
現
れ
て
い
る
。
単
な
る
武
家
の
棟
梁
の
居
館
と
そ
の
家
来
た
ち
の
住
居
の
集
合
で

あ
っ
た
鎌
倉
に
政
治
的
要
素
が
加
わ
っ
て
も
、
当
初
は
二
本
の
東
西
道
を
軸
と
し
た
頼
朝
入
府
以
前
の
空
間
構
造
に
あ
ま
り
変
化
は
な
か
っ
た
。

存
在
が
知
ら
れ
る
建
造
物
の
立
地
を
み
る
限
り
で
は
、
初
期
の
鎌
倉
は
武
家
の
総
踊
（
御
所
も
含
む
）
と
寺
社
の
複
合
体
で
あ
り
、
滑
川
に
沿
う

六
浦
道
の
東
西
線
を
中
心
と
し
て
、
谷
の
要
所
要
所
に
そ
れ
ら
が
散
在
し
て
い
た
。
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
頼
朝
は
若
宮
大
路
を
築
造

し
た
も
の
の
、
こ
れ
を
都
市
プ
ラ
ン
の
基
準
線
に
し
ょ
う
と
は
せ
ず
、
実
際
第
同
期
に
は
ま
だ
、
都
市
の
基
軸
と
し
て
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

馬
淵
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
「
律
令
期
以
来
の
鎌
倉
の
集
落
構
造
は
崩
れ
、
中
世
都
市
と
し
て
の
新
た
な
枠
組
み
に
移
行
し
た
」
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
前
時
期
の
集
落
と
交
通
路
を
残
存
さ
せ
て
、
そ
の
慰
問
構
造
を
賞
盃
す
る
形
で
、
谷
と
六
浦
道
中
心
の
都
市
的
機
能
は
強
化
さ
れ
た
と

考
え
る
。

　
以
上
の
鎌
倉
の
空
間
構
造
は
、
宇
津
宮
面
子
幕
府
へ
の
移
転
を
期
に
大
き
く
変
化
す
る
。
六
浦
道
と
い
う
東
西
軸
か
ら
若
宮
大
路
と
い
う
南

北
軸
へ
と
都
市
の
基
軸
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
皿
期
に
な
る
と
、
人
日
が
大
量
に
流
入
し
、
急
激
に
武
士
邸
・
寺
社
が
増
加
し
た
た
め
、

谷
内
と
六
浦
道
周
辺
の
土
地
は
飽
和
状
態
に
な
る
。
そ
れ
と
前
後
し
て
街
路
や
辻
子
が
い
わ
ぼ
自
然
発
生
的
に
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
ひ
ず

み
」
を
修
正
し
て
、
鎌
倉
を
都
市
と
し
て
整
備
し
た
の
が
北
条
氏
で
あ
る
。
し
か
し
都
市
の
整
備
は
必
ず
し
も
鎌
倉
全
体
の
理
念
的
都
市
計
画

の
施
行
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
具
体
的
に
は
、
京
都
か
ら
丈
尺
の
制
・
戸
主
の
制
・
保
の
制
と
い
う
青
馬
的
制
度
が
導
入
さ
れ
、
福
福

呂
坂
・
朝
比
奈
切
通
し
の
開
削
と
い
っ
た
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
、
都
市
の
整
備
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
時

期
に
な
っ
て
、
都
市
軸
は
東
西
か
ら
南
北
へ
と
転
換
し
、
若
宮
大
路
が
都
市
の
基
軸
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
幕
府
の
移
転
に

伴
い
御
家
人
が
多
く
若
宮
大
路
側
に
移
住
し
、
谷
よ
り
相
対
的
に
平
野
部
が
発
展
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
鎌
倉
に
お
い
て
も
商

業
・
産
業
が
発
達
し
、
結
果
海
運
の
利
用
が
不
可
欠
と
な
っ
て
和
賀
江
島
が
築
造
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
人
工
の
貿
易
島
の

完
成
に
よ
り
、
六
浦
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
交
易
機
能
を
、
鎌
倉
の
中
心
部
に
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
和
賀
江
島
が
も
っ
こ
と
が
で
き
、
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飯
島
周
辺
は
港
湾
機
能
を
有
し
、
海
路
を
利
用
す
る
交
易
が
格
段
に
発
達
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
政
治
・
経
済
的
要
因
が
重
な
っ
て
、

若
宮
大
路
は
第
皿
期
に
都
市
の
基
軸
と
な
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
東
西
軸
と
谷
が
全
く
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
寺
社
、
特
に

旧
仏
教
の
寺
社
お
よ
び
前
時
期
か
ら
引
き
継
い
だ
御
家
人
並
は
な
お
谷
立
地
傾
向
を
示
す
。
そ
し
て
平
野
部
に
お
い
て
も
そ
れ
ら
は
進
出
し
、

同
時
に
商
業
的
要
素
も
浸
透
し
て
く
る
。
つ
ま
り
、
政
治
機
能
の
集
中
に
と
も
な
う
人
口
の
増
訂
に
よ
り
寺
社
・
邸
宅
等
の
密
度
が
高
く
な
り
、

全
域
が
都
市
と
し
て
連
結
し
て
き
た
い
わ
ば
複
合
的
発
展
過
程
が
想
像
で
き
よ
う
。

　
そ
の
後
の
都
市
を
発
展
さ
せ
る
大
き
な
要
因
は
商
業
の
発
展
で
あ
る
。
図
5
よ
り
、
町
屋
は
鎌
倉
の
出
入
り
口
部
分
や
、
浜
の
近
く
や
辻
に
、

そ
し
て
小
町
大
路
・
若
宮
大
路
周
辺
に
展
開
し
て
い
る
。
一
方
、
寺
社
も
新
仏
教
の
振
興
で
格
段
と
増
加
し
、
よ
り
平
野
部
へ
と
進
出
し
て
く

る
。
結
果
、
若
宮
大
路
は
都
市
の
基
軸
と
し
て
よ
り
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
体
と
し
て
の
都
市
規
模
も
拡
大
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
鎌
倉
幕
府
減
亡
後
、
空
間
構
造
は
再
び
大
き
く
変
容
す
る
。
政
治
機
能
は
六
浦
道
沿
い
の
谷
の
中
に
集
中
し
、
商
業
機
能
は
平
野
部
に
展
開

す
る
。
一
見
、
頼
朝
入
府
以
前
・
当
時
の
東
西
軸
を
中
心
と
し
た
空
間
構
造
が
復
活
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
南
北
軸
を
中
心
に
商
業
．
産

業
が
展
開
し
、
南
北
軸
も
都
市
の
重
要
な
基
軸
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
が
頼
朝
入
府
以
前
・
当
時
と
異
な
る
。

　
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
前
半
の
中
世
前
半
を
通
じ
、
以
上
の
よ
う
な
空
間
構
造
の
流
れ
を
指
摘
し
得
る
。
鎌
倉
は
頼
朝
が
造
営
を
始
め
た

都
市
で
は
あ
る
が
、
そ
の
空
間
構
造
・
都
市
景
観
は
常
に
変
容
し
で
き
た
の
で
あ
る
。

①
　
平
安
末
期
の
京
都
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
文
が
参
考
に
な
っ
た
。
足
利
健
亮
編

　
『
京
都
歴
史
ア
ト
ラ
ス
』
中
央
公
論
社
一
九
九
四
　
三
四
～
三
七
、
四
六
～
四
七

　
頁
。
高
橋
康
夫
・
吉
照
伸
之
編
『
日
本
都
市
史
入
門
亙
空
間
』
東
京
大
学
出
版
会

　
一
九
八
九
　
二
〇
三
、
　
二
四
九
頁
。
瀧
谷
寿
編
『
王
朝
貴
族
と
京
都
－
資
料

　
1
』
光
琳
社
出
版
一
九
八
六
　
六
一
～
九
〇
頁
。
井
上
溝
郎
「
院
政
期
に
お
け

　
る
新
都
市
の
開
発
－
白
河
と
烏
羽
を
め
ぐ
っ
て
一
」
　
『
中
世
日
本
の
諸
相
阪

　
上
巻
　
吉
川
弘
文
館
一
九
八
九
。
高
橋
慎
　
郎
「
空
間
と
し
て
の
六
波
羅
」
史
学

　
雑
誌
一
〇
…
ノ
六
　
一
九
九
二
。
高
橋
慎
　
郎
「
六
波
羅
と
洛
中
」
『
都
市
の
中

　
世
』
吉
川
弘
文
館
　
九
九
二
。
滝
波
貞
子
「
東
朱
雀
大
路
と
朱
雀
河
」
『
日
本
古

　
代
宮
廷
社
会
の
研
究
』
三
文
閣
出
版
一
九
九
一
。
村
井
康
彦
編
『
よ
み
が
え
る
平

　
安
京
隔
淡
交
社
一
九
九
五
　
五
七
～
七
七
頁
。

②
　
　
【
章
④
三
コ
員
。

③
一
章
④
瓢
＝
頁
。

④
『
吾
』
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
三
月
十
五
日
条
。

⑤
　
二
章
⑮
『
若
宮
大
路
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
瞥
』
W
。
こ
こ
で
検
出
さ
れ
た
「
浜

　
の
大
鳥
居
」
は
出
土
遺
物
等
か
ら
天
文
ニ
ニ
年
（
一
五
五
二
）
に
小
田
原
北
条
氏
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中世鎌倉の都市空問構造（山村）

　
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
鎌
倉
暗
代
の
鳥
居

　
の
位
置
と
変
わ
ら
な
い
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
一
ご
一
～
二
三
頁
参
照
。

⑥
一
章
④
＝
＝
～
三
六
頁
。

⑦
　
図
2
・
4
よ
り
第
皿
・
餌
期
に
お
い
て
若
宮
大
路
西
側
は
東
側
に
比
べ
建
造
物

　
の
分
布
が
疎
で
あ
る
。
こ
れ
は
若
宮
大
路
の
堤
防
化
に
よ
る
西
側
乾
地
化
が
ま
だ

　
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
現
在
扇
ヶ
谷
川
は
西
北
に
流
れ
、

　
若
宮
大
路
に
至
っ
て
大
路
と
平
行
に
流
路
を
変
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
若
宮
大
路

　
を
造
営
し
た
際
の
流
路
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
。

⑧
　
な
お
、
義
朝
以
前
の
源
氏
の
葬
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
位
置
選
定
の
理
由
と
す
る

　
興
味
深
い
示
唆
も
あ
る
。
野
口
実
「
頼
輔
以
前
の
鎌
倉
㎏
古
代
文
化
四
五
　
｝
九

　
九
三
　
二
七
頁
。

⑨
…
章
④
四
三
頁
。

⑩
　
鎌
倉
内
の
谷
と
谷
を
結
ぶ
道
に
つ
い
て
は
文
献
に
鷹
揚
し
な
い
が
、
斎
木
秀
雄

　
氏
は
台
山
藤
源
治
遺
跡
の
発
掘
で
検
出
さ
れ
た
山
道
は
山
ノ
内
か
ら
台
峯
を
越
え

　
て
山
羊
方
面
へ
抜
け
る
（
互
い
に
鎌
倉
外
だ
が
）
谷
と
谷
を
結
ぶ
通
路
で
あ
る
と

　
す
る
。
（
a
「
裏
小
路
・
由
道
」
一
章
③
a
）
ま
た
、
河
野
真
知
郎
氏
も
谷
の
奥

　
を
登
り
つ
め
る
間
道
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
扇
ヶ
谷
の
海
蔵
寺
の
谷
の
奥
に
は
尾

　
根
を
切
り
下
げ
た
通
称
「
大
堀
切
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
通
る
と
瓜
ヶ
谷
に
抜
け
ら

　
れ
た
と
い
う
例
も
あ
り
、
古
老
ら
に
よ
る
鎌
倉
を
囲
む
山
の
尾
根
に
は
「
昔
か
ら

　
使
っ
て
い
た
」
小
道
が
多
い
と
い
う
（
一
章
③
f
…
八
、
二
六
一
頁
）
。

⑪
石
井
進
「
大
路
・
小
路
・
里
子
・
辻
」
一
章
③
a
七
｝
頁
。

⑫
二
章
②
a
二
九
七
頁
。

⑬
一
章
⑤
b
七
頁
。

⑭
　
「
辻
子
に
つ
い
て
」
史
学
毅
誌
…
二
九
ノ
四
　
一
九
二
入
。

⑮
高
橋
康
夫
「
辻
子
そ
の
発
生
と
展
開
」
『
京
都
中
世
都
市
史
研
究
』
思
文
閣

　
出
版
｝
九
八
三
。
足
利
健
亮
「
道
路
名
称
と
し
て
の
「
嬢
子
」
考
証
」
『
中
近
世

　
都
市
の
歴
史
地
理
』
地
人
書
房
一
九
八
四
。
以
下
本
稿
の
引
用
は
全
て
こ
こ
か
ら

　
で
あ
る
。

⑯
宇
津
宮
辻
子
は
、
噸
吾
景
禄
元
築
三
二
五
）
＋
月
＋
九
墨
「
小
壁
稽
。

　
東
西
之
間
何
方
可
被
用
哉
之
慕
。
」
と
あ
り
、
宇
津
宮
逗
子
は
小
路
で
東
西
に
走

　
っ
て
い
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
宇
津
宮
辻
子
幕
府
は
ほ
ぼ
鴎
4
の
地
に
比
定
さ
れ
る

　
の
で
、
宇
津
宮
辻
子
は
少
な
く
と
も
横
大
路
と
大
町
大
路
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

　
る
。
田
楽
量
子
は
『
吾
』
嘉
禄
三
年
中
一
二
二
七
）
一
月
二
日
条
に
「
戌
刻
田
楽

　
単
子
策
西
一
町
余
焼
亡
。
」
、
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
十
一
月
二
十
二
段
条
に

　
「
若
宮
大
路
焼
失
。
藤
次
郎
左
衛
門
入
道
家
失
火
。
花
山
院
新
中
納
言
。
（
中
略
）

　
前
事
田
頭
文
元
懸
鼻
以
災
。
至
田
楽
号
旗
火
止
。
」
と
あ
る
。
花
山
院
通
雅
邸
は

　
他
の
『
吾
』
の
記
載
よ
り
御
所
の
近
辺
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
田
楽

　
辻
子
は
東
西
に
通
じ
た
｛
町
以
上
の
道
で
、
若
宮
大
路
の
束
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
な
お
、
　
『
市
史
』
は
『
相
良
家
文
霞
』
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
五
月
八
口
条
よ

　
り
現
釈
迦
堂
ヶ
谷
の
入
口
付
近
を
滑
走
に
平
行
し
て
束
西
に
通
じ
る
小
道
を
田
楽

　
辻
子
と
す
る
が
（
二
章
②
a
二
九
八
頁
）
、
こ
れ
は
一
二
五
七
年
か
ら
｝
二
九
〇

　
年
の
間
に
田
楽
辻
子
が
延
長
し
た
も
の
と
み
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
大
学
辻
子

　
と
電
髪
勾
当
赴
子
は
、
　
『
吾
』
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
十
二
月
十
島
条
「
若
宮

　
大
路
焼
亡
。
始
自
児
師
勾
当
辻
。
至
子
大
学
辻
子
。
火
炎
延
。
」
と
『
北
条
九
代

　
認
』
の
記
載
（
二
章
②
a
二
九
九
頁
）
よ
り
、
両
辻
子
と
も
若
宮
大
路
の
横
道
で

　
互
い
に
接
近
し
か
つ
宇
津
宮
辻
子
よ
り
北
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

⑰
　
河
野
氏
も
北
条
陥
堕
房
・
明
王
邸
祉
三
跡
の
発
掘
結
果
よ
り
、
　
「
屋
地
内
を
ど
う

　
分
割
し
て
使
う
か
は
占
有
者
の
事
情
に
よ
っ
た
ら
し
い
。
」
と
述
べ
る
。
　
一
章
③

　
f
四
八
頁
。

⑱
前
掲
⑩
a

⑲
　
　
…
章
③
f
二
九
、
三
〇
頁
。

⑳
　
一
章
④
二
二
頁
。

⑳
　
ま
た
、
野
口
実
氏
は
「
鎌
倉
は
す
で
に
義
朝
以
前
の
段
階
で
、
一
定
の
プ
ラ
ン

　
に
基
づ
く
『
都
市
』
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
考
え
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
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う
か
。
」
（
二
章
⑧
二
七
頁
）
と
い
う
が
、

在
を
否
定
し
た
。

プ
ラ
ン
に
関
し
て
も
本
稿
で
は
そ
の
存

＠
　
一
章
④
三
〇
頁
。
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四
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
中
世
都
市
鎌
倉
に
関
す
る
先
行
研
究
の
再
検
討
を
通
じ
、
歴
史
地
理
学
的
に
空
間
構
造
を
考
察
し
て
き
た
。
鎌
倉
は
中
世
前
半

を
通
じ
、
政
治
的
．
経
済
的
．
社
会
的
・
文
化
的
な
様
々
な
要
因
に
よ
り
変
容
し
続
け
た
都
市
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
未
だ
説
明
で

き
ず
残
っ
た
疑
問
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
鎌
倉
に
古
代
都
城
的
な
都
市
プ
ラ
ン
が
な
い
と
は
い
え
る
が
、
で
は
別
の
形
で
の
都
市
計
画
は
存
在
し

な
い
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
第
R
期
の
鎌
倉
を
、
頼
朝
は
ど
の
よ
う
な
構
想
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
そ
こ
か
ら
、
都
市
史
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
と
き
鎌
倉
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。
古
代
都

城
的
都
市
計
画
は
自
然
を
改
変
し
て
ま
で
も
実
行
さ
れ
る
の
に
対
し
、
鎌
倉
は
頼
朝
入
府
以
前
の
自
然
に
即
し
た
拠
点
的
な
集
落
が
拡
大
し
て

い
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
都
市
の
発
展
に
伴
う
開
発
は
、
主
に
谷
の
拡
大
と
切
通
し
の
開
削
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
む
し
ろ
実
態
の
追
認
的
な

も
の
で
あ
ろ
う
。
街
路
の
形
成
も
同
じ
く
人
々
の
生
活
な
い
し
事
実
上
経
済
の
必
要
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
つ
た
都
市
形
態
は

中
世
都
市
の
類
型
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
古
代
都
市
か
ら
中
世
都
市
へ
の
過
渡
期
と
と
ら
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
れ
と
も

鎌
倉
は
形
態
が
地
形
上
の
制
約
か
ら
規
定
さ
れ
た
、
他
と
は
比
較
で
き
な
い
個
性
的
な
都
市
と
し
て
し
か
み
せ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
こ
の
疑
問
に
関
し
て
は
、
松
山
宏
氏
が
考
察
を
加
え
て
い
る
。
松
山
氏
は
戦
国
城
下
に
つ
な
が
る
都
市
の
系
譜
の
一
つ
と
し
て
鎌
倉
を
モ
デ

ル
と
し
た
守
護
所
か
ら
守
護
城
下
、
そ
し
て
戦
国
城
下
へ
と
い
う
「
小
鎌
倉
」
と
も
い
え
る
流
れ
が
あ
り
、
鎌
倉
は
中
世
政
治
都
市
の
源
流
で

あ
る
と
す
る
。
鎌
倉
の
位
置
づ
け
と
し
て
こ
の
説
が
妥
当
か
否
か
は
、
日
本
の
中
世
都
市
研
究
全
体
を
ふ
ま
え
な
い
と
判
断
で
き
ず
、
慎
重
に

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
他
の
都
市
と
の
比
較
を
通
じ
、
さ
ら
に
中
世
都
市
の
歴
史
地
理
学
的
考
察
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
①
　
松
山
宏
『
武
者
の
府
　
鎌
倉
』
柳
原
書
店
一
九
七
六
　
二
～
一
九
頁
。
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
京
都
市



The　Urban　Spatial　Structure　of　Medieval　Kamakura

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

YAMAMuRA　Aki

　　Medieval　Kamakura　was　situated　in　a　stn’a！1　valley．　Claims　that　the

city　was　developed　on　a　grid　pattern，　reminiscent　of　Heian－kyo，　are

groundless．　Prlor　to　the　establishment　of　the　Kamakura　government，

dwellings　were　located　along　the　east－west　road　and　at　the　foot　of　sur－

rounding　hills　（‘yatsu’）．　Minamoto　Yoritomo，　in　1180，　built　oMcial

structures　along　the　eas．t－west　road　and　in　addition，　constructed　a　north－

south　street　in　the　center　of　the’ 魔≠撃奄?ｙ，　which　did　not，　however，　function

for　a　few　decades．　As　the　po！itical　situation　evolved，　most　government

buildiBgs　concentrated　on　the　north－south　street，　which　become　the　main

axis　of　Katnakura．　Once　this　road　was　developed，　and　urbanization

progressed．　narrow　paths　connected　these　major　streets　（‘　zushi’）．　Many

of　these　paths　ulti皿ately　became　lined　with　houses．

Tang　Bureaucratic　Appointments　and　the　Board

　　　　　　of　Civil　Affaits’s　Shifting　Function

by

MATsuuRA　Norihiro

　　During　the　Tang　dynasty，　the　appointment　of　civil　servants　was　cont－

rolled　by　the　Board　of　Civ圭1　Affairs（吏部）．　．From　the　latter　eighth

century，　however，　the　administrative　prerogatives　of　the　Board　of　Civil

Affairs　shifted　to　the　Secretariat－Chancellory（中書門下）for　central

national　appointments，　and　to　the　provincial　government（藩鎮）for　loca玉

appointments．　Nevertheless，　when　analyzing　the　role　of　the　Board　of

Civil　Affairs　in　the　late　Tang，　the　Five　Dynasties　and　the　Song　periods，

it　is　ciear　that　the　board　continued　to　function　as　both　an　archive　and

aR　investigative　agency　of　civil　servant　candidates　throughoue　the　Tang

dynasty．
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